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平成29年９月７日 開会 

平成29年９月26日 閉会 

  （定例第４回） 



南部町告示第84号

平成29年第４回南部町議会定例会を次のとおり招集する。

平成29年８月21日

南部町長 陶 山 清 孝

記

１．期 日 平成29年９月７日

２．場 所 南部町議会議場

○開会日に応招した議員

加 藤 学君 荊 尾 芳 之君

滝 山 克 己君 長 束 博 信君

白 川 立 真君 三 鴨 義 文君

仲 田 司 朗君 板 井 隆君

景 山 浩君 細 田 元 教君

井 田 章 雄君 亀 尾 共 三君

真 壁 容 子君 秦 伊知郎君

○応招しなかった議員

な し
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平成29年 第４回（定例）南 部 町 議 会 会 議 録（第１日）

平成29年９月７日（木曜日）

議事日程（第１号）

平成29年９月７日 午後１時開会

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 議事日程の宣告

日程第４ 諸般の報告

日程第５ 行政報告

日程第６ 報告第３号 平成28年度決算に基づく健全化判断比率について

日程第７ 報告第４号 平成28年度決算に基づく資金不足比率について

日程第８ 報告第５号 法人の経営状況について

日程第９ 議案第47号 平成28年度南部町一般会計歳入歳出決算の認定について

日程第10 議案第48号 平成28年度南部町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第11 議案第49号 平成28年度南部町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第12 議案第50号 平成28年度南部町墓苑事業特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第13 議案第51号 平成28年度南部町住宅資金貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第14 議案第52号 平成28年度南部町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第15 議案第53号 平成28年度南部町浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第16 議案第54号 平成28年度南部町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第17 議案第55号 平成28年度南部町太陽光発電事業特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第18 議案第56号 平成28年度鳥取県西部町村情報公開・個人情報保護審査会特別会計歳入

歳出決算の認定について

日程第19 議案第57号 平成28年度南部町水道事業会計歳入歳出決算の認定について

日程第20 議案第58号 平成28年度南部町病院事業会計歳入歳出決算の認定について
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日程第21 議案第59号 平成28年度南部町在宅生活支援事業会計歳入歳出決算の認定について

日程第22 議案第60号 南部町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関

する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例

の制定について

日程第23 議案第61号 南部町災害遺児手当支給条例の一部改正について

日程第24 議案第62号 平成29年度南部町一般会計補正予算（第２号）

日程第25 議案第63号 平成29年度南部町浄化槽整備事業特別会計補正予算（第１号）

日程第26 議案第64号 平成29年度南部町水道事業会計補正予算（第１号）

日程第27 議案第65号 平成29年度南部町病院事業会計補正予算（第１号）

本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 議事日程の宣告

日程第４ 諸般の報告

日程第５ 行政報告

日程第６ 報告第３号 平成28年度決算に基づく健全化判断比率について

日程第７ 報告第４号 平成28年度決算に基づく資金不足比率について

日程第８ 報告第５号 法人の経営状況について

日程第９ 議案第47号 平成28年度南部町一般会計歳入歳出決算の認定について

日程第10 議案第48号 平成28年度南部町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第11 議案第49号 平成28年度南部町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第12 議案第50号 平成28年度南部町墓苑事業特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第13 議案第51号 平成28年度南部町住宅資金貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第14 議案第52号 平成28年度南部町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第15 議案第53号 平成28年度南部町浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第16 議案第54号 平成28年度南部町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
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日程第17 議案第55号 平成28年度南部町太陽光発電事業特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第18 議案第56号 平成28年度鳥取県西部町村情報公開・個人情報保護審査会特別会計歳入

歳出決算の認定について

日程第19 議案第57号 平成28年度南部町水道事業会計歳入歳出決算の認定について

日程第20 議案第58号 平成28年度南部町病院事業会計歳入歳出決算の認定について

日程第21 議案第59号 平成28年度南部町在宅生活支援事業会計歳入歳出決算の認定について

日程第22 議案第60号 南部町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関

する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例

の制定について

日程第23 議案第61号 南部町災害遺児手当支給条例の一部改正について

日程第24 議案第62号 平成29年度南部町一般会計補正予算（第２号）

日程第25 議案第63号 平成29年度南部町浄化槽整備事業特別会計補正予算（第１号）

日程第26 議案第64号 平成29年度南部町水道事業会計補正予算（第１号）

日程第27 議案第65号 平成29年度南部町病院事業会計補正予算（第１号）

出席議員（14名）

１番 加 藤 学君 ２番 荊 尾 芳 之君

３番 滝 山 克 己君 ４番 長 束 博 信君

５番 白 川 立 真君 ６番 三 鴨 義 文君

７番 仲 田 司 朗君 ８番 板 井 隆君

９番 景 山 浩君 10番 細 田 元 教君

11番 井 田 章 雄君 12番 亀 尾 共 三君

13番 真 壁 容 子君 14番 秦 伊知郎君

欠席議員（なし）

欠 員（なし）

事務局出席職員職氏名

局長 岩 田 典 弘君 書記 後 藤 由 美君
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書記 杉 谷 元 宏君

書記 中 前 元 希君

説明のため出席した者の職氏名

町長 陶 山 清 孝君 副町長 松 田 繁君

教育長 永 江 多輝夫君 総務課長 唯 清 視君

総務課課長補佐 藤 原 宰君 企画監 中 田 達 彦君

企画政策課長 大 塚 壮君 防災監 種 茂 美君

税務課長 伊 藤 真君 町民生活課長 山 根 修 子君

子育て支援課長 仲 田 磨理子君 教育次長 板 持 照 明君

総務・学校教育課長 見 世 直 樹君 病院事務部長 中 前 三紀夫君

健康福祉課長 糸 田 由 起君 福祉事務所長 岡 田 光 政君

建設課長 田 子 勝 利君 産業課長 芝 田 卓 巳君

監査委員 仲 田 和 男君

議長挨拶

○議長（秦 伊知郎君） 一言開会の御挨拶を申し上げます。

平成２９年の９月定例会の開会に当たり、一言御挨拶を申し上げます。

朝晩、秋の気配が感じられるようになったこのごろでありますが、議員各位におかれましては

精力的に日常の活動をなされておられますことに対しまして、心から敬意を申し上げます。

さて、７月の九州北部への集中豪雨、８月には秋田県で大雨による河川の氾濫がありました。

災害により被害を受けられました方々へお見舞いを申し上げますとともに、一日も早い復興をお

祈り申し上げます。９月は台風が多く発生する時期となります。常日ごろから災害へ対しての備

えを肝に銘じ、対応していかなければならないと思います。

さて、本定例会におきましては、平成２８年度決算認定、補正予算案、条例の制定、一部改正

等の付議案件につきまして御審議いただく予定となっております。

後ほど町長のほうから議案の内容につきましての説明がありますが、議長といたしましては、

町民の要望に応えるべく提出されました諸議案に対しまして慎重なる審議をなされ、適正かつ妥

当な議決に達することをお願い申し上げまして、御挨拶といたします。
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町長挨拶

○町長（陶山 清孝君） 開会に当たりまして、一言御挨拶を申し上げます。

議員各位におかれましては、第４回南部町議会定例会を招集しましたところ、全議員の皆様に

御出席をいただき開催できますことを、まず御礼を申し上げます。

さて、去る９月３日、北朝鮮は６回目の核実験を強行いたしました。国連の安全保障理事会が

現在、緊急会合を開催し、アメリカは北朝鮮に対しさらに厳しい制裁を科す新たな決議案を提出

し、今月１１日の採決を目指していますが、中国とロシアは追加制裁に慎重な姿勢を崩しておら

ず、アメリカとの激しい駆け引きが続き、北朝鮮情勢はますます緊迫しております。一たび軍事

衝突が起これば、日本にとっても重大な影響は避けられず、国際社会のあらゆる連携と連帯に期

待したいと思います。

次に、６月議会以降の事件、事故について御報告させていただきます。７月１５日に、阿賀で

こんろを使っての調理中にフライパンを火にかけたまま放置し、出火物がございました。幸い発

見が早く、大事には至りませんでした。８月１日には行方不明者の捜索活動に当たりました。自

宅から車で外出したまま行方不明になられたもので、高齢者の自動車運転について改めて重要な

課題であると認識した次第でございます。

人口の動きについて申し上げます。６月１日から８月末までに出生された方は１８人、お亡く

なりになられました方は３３人でした。御冥福をお祈りいたしますとともに、誕生した子供たち

の健やかな成長を御祈念申し上げたいと思います。８月末現在の人口は、前回報告の５月末時点

よりも９人の減少にとどまりましたが、１万１，０９３人という数字になっております。ちなみ

に、高齢化率は３４．８％でございます。

終わりに当たり、本定例会におきましては、平成２８年度決算認定を初め、平成２９年度一般

会計補正予算など、１９議案を提案させていただきます。いずれの提案につきましても、町政の

推進にぜひ必要なものばかりでございますので、どうか全議案とも御賛同いただきまして御承認

を賜りますようよろしくお願い申し上げ、御挨拶といたします。よろしくお願いいたします。

午後１時００分開会

○議長（秦 伊知郎君） ただいまの出席議員数は１４人です。地方自治法第１１３条の規定によ

る定足数に達しておりますので、平成２９年第４回南部町議会定例会を開会いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

・ ・
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日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（秦 伊知郎君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、次の２人を指名いたします。

８番、板井隆君、９番、景山浩君。

・ ・

日程第２ 会期の決定

○議長（秦 伊知郎君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。今期定例会の会期は、２０日間といたしたいと思います。これに御異議あ

りませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 異議なしと認めます。よって、会期は、２０日間と決定いたしました。

・ ・

日程第３ 議事日程の宣告

○議長（秦 伊知郎君） 日程第３、議事日程の宣告を行います。

本日の議事日程は、お手元に配付の日程表のとおりであります。

・ ・

日程第４ 諸般の報告

○議長（秦 伊知郎君） 日程第４、諸般の報告を行います。

初めに、議長より報告をいたします。

最初に、西部議長会臨時総会について報告いたします。

平成２９年７月１２日に西部町村会事務局にて開催されました。

議題といたしまして、２８年度の事業報告、２８年度の歳入歳出決算の認定について、３番目

に役員改正についてでありました。

２８年度の歳入額は４４８万２，３３０円、歳出額は３９６万９，０９６円でありました。

役員の改正につきましては、西部町村議会会長に川上富夫江府町議長、副会長に私、秦伊知郎、

小谷博徳日野町議長、監事に杉谷洋一大山町議長、篠原天伯耆町議長が決定しています。任期は

２年間であります。

なお、県の議長会は、会長に川上守若桜町議長、西部の関係者として、副会長に村上正広日南

町議長、理事に川上富夫江府町議長、監事に私、秦伊知郎が決定しています。任期は２年間であ

ります。
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続いて、全国森林環境税創設総決起大会並びに第２４回定期総会でありますが、平成２９年７

月２０日、高知市で開催されました。

板垣会長の挨拶の後、林野庁計画課長、小坂善太郎氏の「森林環境税（仮称）の検討状況につ

いて」の行政説明の後、会議に入りました。

議題といたしまして、平成２８年度事業経過報告、２番目に２８年度決算報告、３番目に２９

年度事業計画案、４番目に平成２９年度予算案、５番目に意見書の提出についてが提案され、全

会一致で議決されました。

記念講演といたしまして、公益財団法人自然エネルギー財団上級研究員の相川高信氏の「森の

恵みの現代的なエネルギー利用へ」を演題としての講演がありました。

終わりに、次期開催地として埼玉県秩父市を決定して終わりました。

資料は事務局に閲覧に付しておりますので、ごらんになっていただきたいと思います。

なお、今定例会に全国森林環境税の創設に関する意見書採択に関する陳情が提案されておりま

すので、審議のほどをよろしくお願いいたします。

次に、自治功労者表彰式・西部町村議会議員研修会についてであります。

８月１８日、ヴィレステひえづにおいて、西部町村議会議長会による自治功労者表彰式、町村

議会議員研修会が開催されました。

自治功労者表彰式におきましては、西部地区では、議会議員として１８年以上在職し、功労の

あった議員７名が表彰され、この中で南部町議会の井田章雄議員、細田元教議員が表彰されてお

られます。

議員研修として、ローカルジャーナリストの田中輝美さんと移住２年目、中尾祥子さんから

「『移住女子』はなぜ地方に向かうのか」という演題で講演をいただきました。

講演では、都市からの発信はあふれているが、地方からの発信が余りなされていない。そのた

め、都市の人は地方のことがわからない。地方は課題を明確にし、それを発信することにより、

移住者はその課題を解決するためにやってくると説明され、また、移住２年目の中尾さんの実例

を交えて講演されました。

次に、西部行政管理組合臨時会についてであります。

鳥取県西部広域行政管理組合臨時議会は、８月２４日に米子市淀江支所議場にて開催されまし

た。

付議事件は、専決処分について、これは平成２９年鳥取県西部広域行政管理組合一般会計補正

予算。内容は、出産にかかわる休暇取得に伴う臨時職員の雇用に共済費及び賃金の増額。２番目
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に、財産の取得について。内容は、消防ポンプ車２台の取得、米子消防署及び大山消防署中山出

張所に配置された消防車についてであります。取得価格は、２台で６，１１２万８，０００円。

３番目に、議会の委員による専決処分について、これは和解案についてであります。一般車両と

救急車との接触による事故についての和解でありました。

次に、鳥取県町村議会議長会役員会でありますが、平成２９年８月２５日、湯梨浜町の水明荘

で開催されました。

川上会長の挨拶の後、議事の協議に入りました。平成２９年度鳥取県町村議会議員研修会が平

成２９年１１月２４日、湯梨浜町のハワイアロハホールで行うことを決定しています。その他、

行政調査について、鳥取県選出国会議員との懇談会について、第２５回広報コンクールの実施及

び審査・採点方式の導入についてを議論いたしました。

次に、西部町村議会議長会の行政視察についてであります。

西部町村議会議長会行政視察は８月２８日から８月３０日の日程で、北海道下川町と上富良野

町を訪問いたしました。

下川町では、森林バイオマスエネルギーの活用、２番目に空き家買い取り再生事業の調査であ

りました。

バイオマスエネルギーの活用目的は、下川町では、地域の未利用な森林資源をエネルギーとし

て利用することによる林業・林産業の活性化、雇用の創出、エネルギー購入費の内部好循環によ

る地域経済の活性化及び二酸化炭素の排出削減が目的であります。

ちなみに、町の面積の９０％が山林であり、エネルギー購入費は、木材資源を活用することに

より平均で１，６００万円の削減の実績があるとのことであります。

上富良野町では、健康かみふらの２１計画を推進され、特定健診・特定保健指導を通して健康

の維持に取り組んでおられます。

ちなみに、健診指導が始まった平成２０年以来、受診率は道内トップで、２６年は７０．８％、

２７年は６９．７％で、高い水準で推移されています。これにより、健康寿命の延伸、医療費適

正化に努められ、大きな成果を上げておられます。

資料は事務局に閲覧に付してありますので、ごらんになっていただきますようによろしくお願

いいたします。

以上で議長からの報告を終わります。

次に、議員からの報告を受けます。

地方行政調査副委員長、白川立真君からの報告を受けます。
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白川立真君。

○地方行政調査特別委員会副委員長（白川 立真君） 行政調査報告をいたします。

去る７月６日、７日の両日、岡山県は笠岡市、総社市、高梁市において行政視察を行いました。

笠岡市においては、空き家の有効活用を中心に研修をいたしました。笠岡市でも空き家の増加

は深刻な問題となっております。一方で、その活用の仕方によっては、まちづくりや地域活性化

の貴重な資源になるという理念から、平成２１年、定住促進センターを設置されました。中でも

空き家バンク制度は、空き家所有者から空き家情報を登録してもらい、移住希望者とのマッチン

グを行っておられます。注目したのは、さまざまな顔を持つ空き家の個性が動画などでより詳し

くＰＲされているところでした。我が町でも空き家の増加は深刻な課題であり、よい研修となり

ました。このＰＲ戦術を他の政策とミックスさせ、南部町の活性化につなげていきたいと考えて

おります。

総社市においては、子育て支援政策を中心に研修を行いました。全国的な人口減少社会にある

中で、総社市の人口はふえております。総社市の基本政策は、子供を最優先とした子供目線のま

ちづくりであります。その中で、市民やＮＰＯ、医師会など、町全体で子育てを支えておられま

す。また、町の未来は子供たちの未来であることから、中学生を中心とした子ども議会や高校生

議会は新しいエンジンとして市政に大きな影響を与えておられます。南部町議会でも子ども議会

の開催を検討している中で大いに参考となりました。

高梁市におきましては、大学等の誘致、またニーズに合った公共交通を中心に研修をいたしま

した。高梁市は、南部町人口の約３倍、面積は約５倍の広さがありました。かつて高度経済成長

期にあっても若者の流出はとまらず、出生率の低下に歯どめがかかりませんでした。

○議長（秦 伊知郎君） 白川議員、途中ですけど、マイクが、聞き取りが悪いそうですので、こ

れを外して……。

○地方行政調査特別委員会副委員長（白川 立真君） 高梁市……。

○議長（秦 伊知郎君） 高梁市。

○地方行政調査特別委員会副委員長（白川 立真君） 最初から。

○議長（秦 伊知郎君） 最初から言ってください。

○地方行政調査特別委員会副委員長（白川 立真君） では、高梁市については、大学等の誘致、

ニーズに合った公共交通を中心に研修を行いました。高梁市は、南部町人口の約３倍、面積は５

倍の広さがあります。かつて高度経済成長期にあっても若者の流出はとまらず、出生率の低下に

歯どめがかかりませんでした。その対策として、さまざまな経済効果をもたらす大学などの誘致
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に力を入れてこられました。多くの学生や教員家族が移住することが、大型スーパーの進出を初

め、町や商工業界に多大なにぎわいを呼んでおります。

また、一方で、中山間地の公共交通対策は、高齢化に伴って深刻な問題でありました。そこで、

定期バスや福祉バスなどが通わない空白地域では、ふれあいタクシーという利用者のニーズに合

わせた乗り合いタクシーを導入されておられます。乗り合いタクシーのメリットは、何といって

も玄関から玄関までであり、利用者は増加しているとのことでした。将来の我が町の公共交通を

考える上で大いに参考となりました。

結びとなりますが、岡山県は、移住したい県全国ランキングで常に上位であります。天候、自

然、山の幸、海の幸に恵まれ、新幹線や高速へのアクセスのよさ、また、仕事や住みやすさなど

の調和がとれております。移住希望者にとって全てがちょうどいいのです。それは岡山を構成す

る各自治体がパズルのピースのようにそれぞれの魅力を発揮して、岡山というブランドを、チー

ムをつくり上げているからです。南部町が在する鳥取県はどこにあるのか知らないという方が多

くある中で、県と各自治体が一体化したチームをつくる視点の重要さを痛感いたしました。報告

を終わります。

○議長（秦 伊知郎君） ありがとうございます。

次に、議会改革調査特別委員会委員長、板井隆君、御報告をよろしくお願いいたします。

板井隆君。

○議会改革調査特別委員会委員長（板井 隆君） ８番、板井隆です。議会改革調査特別委員会

では、先日、９月の２日、まんてんホールで、３日、プラザ西伯の２会場で、南部町議会主催に

よる住民の声をきく会を開催いたしました。２会場で延べ４０名の住民さんの参加があり、議会

運営についての要望、議会のあり方に対する意見、また、町政については、少子化に伴う子ども

・子育て支援、若者定住策、高齢化に伴う健康づくりについて、また、障がい者の方への支援策

の充実、さらに公共交通対策、農業施策等、さまざまな問題に対して要望、意見をいただきまし

た。今後、議会として、また、それぞれ議員としての活動に期す有意義な内容であり、御意見を

真摯に受けとめ、生かしていく決意をしたところです。

最後になりましたが、お忙しいところ、参加いただきました町民の皆様方にお礼を申し上げ、

住民の声をきく会の報告といたします。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） ありがとうございます。

続いて、複合施設建設調査特別委員会委員長、井田章雄君、よろしくお願いします。

井田章雄君。
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○複合施設建設調査特別委員会委員長（井田 章雄君） １１番、井田でございます。報告いたし

ます。

行政が立ち上げられました第１回複合施設整備検討委員会が５月２２日、開催されました。内

容は、複合施設整備スケジュール等について、整備基本計画骨子案について、基本構想等の検討

についてでございます。第２回が８月１０日に開かれました。内容は、整備基本計画の取りまと

めについて、複合施設整備に係る基本計画の検討でございます。これに伴って経過説明を求め、

第１回複合施設建設調査特別委員会を６月２２日に開催いたしました。第２回目を８月２１日に

開催したところでございます。以上、報告といたします。

○議長（秦 伊知郎君） ありがとうございます。

次に、南部箕蚊屋広域連合定例議会、景山浩議員、よろしくお願いいたします。

景山浩君。

○南部箕蚊屋広域連合議会議員（景山 浩君） 景山です。南部箕蚊屋広域連合定例会の報告を

いたします。

去る８月２２日、平成２９年第３回南部箕蚊屋広域連合定例会が開催され、平成２８年度一般

会計決算、介護保険事業特別会計決算並びに平成２９年度一般会計補正予算、介護保険事業特別

会計補正予算が提案をされました。

平成２８年度一般会計決算は、歳入総額４億９，６１２万５，０００円、歳出総額４億９，０

６３万２，０００円で、歳入歳出差し引き額は５４９万３，０００円でした。このうち、繰越明

許費繰越額は１１５万９，０００円で、実質収支額は４３３万４，０００円でした。前年度と比

較して、歳入は６４万８，０００円、０．１％の増、歳出は２４２万１，０００円、０．５％の

減でした。

平成２８年度は、介護給付費に係る特別会計への繰出金が増加しましたが、介護保険システム

改修費及び前年度精算に伴う町村負担金過年度返還金等が減少したことから、支出全体では前年

度と比べ減となりました。

介護保険事業特別会計決算は、歳入総額２８億７，９０９万９，０００円、歳出総額２７億６，

５４９万３，０００円で、歳入歳出差し引き額は１億１，３６０万６，０００円でした。前年度

と比較して、歳入は９，１２０万５，０００円、３．３％の増、歳出は１，７５１万９，０００

円、０．６％の減でした。

保険給付費は、予防給付の一部が総合事業に移行したほか施設サービス利用者数の減少などか

ら、前年度と比較して４，６５１万４，０００円、１．７％の減となりましたが、地域支援事業
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費は総合事業の実施により２，２６７万４，０００円、１５７．３％の増となっております。ま

た、介護保険事業計画値に対しては９６％の執行となりました。

平成２９年度補正予算は、一般会計では、歳入歳出それぞれ２，３４５万４，０００円増額し、

歳入歳出総額は５億２，８４５万４，０００円となりました。介護保険事業特別会計では、歳入

歳出それぞれ１億１６７万円増額し、歳入歳出総額は３０億７，９６７万円となりました。一般

会計、介護保険事業特別会計ともに２８年度決算に基づく補正が主なものでした。

決算については総務民生常任委員会に付託、審査された結果、本会議で認定され、補正予算も

可決されました。以上、報告を終わります。

○議長（秦 伊知郎君） ありがとうございます。

続いて、南部町・伯耆町清掃施設管理組合臨時議会及び定例議会、加藤学議員、よろしくお願

いいたします。

加藤学君。

○南部町・伯耆町清掃施設管理組合議会議員（加藤 学君） １番、加藤学です。去る６月３０

日、南部町・伯耆町清掃施設管理組合臨時会が開催されました。

臨時会に提出された議案は２つです。南部町・伯耆町清掃施設管理組合の議決に付すべき契約

及び財産の取得又は処分に関する条例の制定について。もう一つは、南部町・伯耆町清掃施設管

理組合クリーンセンター基幹的設備改良工事に関する契約の締結について。

南部町・伯耆町清掃施設管理組合議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する

条例の制定については、基幹的な設備の改良工事において国からの交付金が財源の一部となるた

め、手続等を考慮し条例化したいとのことで、全会一致で原案のとおり可決となりました。

次に、南部町・伯耆町清掃施設管理組合クリーンセンター基幹的設備改良工事に関する契約の

締結については、契約の目的は、南部町・伯耆町清掃施設管理組合クリーンセンター基幹的設備

改良工事。契約の方法は、一般競争入札。契約の金額は、６億５，６６４万円。契約の相手方は、

岡山県岡山市東区楢原５４２番地、内海プラント株式会社、代表取締役、柏正敏とするものです。

この契約については、環境省の二酸化炭素排出抑制対策事業交付金を一部財源とし、南部町・

伯耆町清掃施設管理組合クリーンセンターの延命化を行うための基本的設備を、改良工事の契約

で工事に機械・電気工学、建築工学等を総合した高度な技術に加え、排ガス排出による大気汚染

等の環境性能の発揮が要求されることから、それらの設計と施工を一括して請け負う性能発注方

式を採用し、一定水準以上の技術力を有することなど、制限つき一般競争入札により仮契約に至

ったもので、契約の締結については全会一致で原案のとおり可決となりました。臨時議会の報告
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は以上です。

続きまして、去る８月２３日、南部町・伯耆町清掃施設管理組合議会定例会が開催されており

ます。

定例会に提出された議案は、平成２８年度歳入歳出決算の認定についてと、平成２９年度補正

予算（第１号）の２議案でございました。

平成２８年度決算認定につきましては、歳入総額１億７，９２８万９１６円、歳出総額１億６，

２７０万９，６９０円で、歳入歳出差し引き額１，６５７万１，２２６円、実質収支額も同額の

１，６５７万１，２２６円でありました。

歳入における負担金は、南部町６，６４９万９，９９０円、伯耆町は４，０８６万９，０１０

円で、合計１億７３６万９，０００円であります。そのうち、基幹的設備改良工事にかかわる経

費１，５２６万４，０００円を特別負担金として両町で均等割１００で、割合で負担しておりま

す。２７年度と比較して２，４７５万６，０００円の増で、主な増額の理由は、西部広域で運営

するエコスラグセンターでの焼却灰溶融処理施設の停止により、クリーンセンターで排出される

焼却灰の処理ができなくなったため、三重県伊賀市の三重中央開発株式会社への焼却灰運搬処理

委託に移行することによるものであります。

ごみの搬入量については、個人の直接搬入量、集積場の収集量、事業所からの直接搬入量とも

減少、全体で７５．４トン減少しました。年間では３，５９０トンのごみ処理をしておりますが、

個人のごみについては、クリーンセンターへの直接搬入が全体を占める割合がふえてきており、

焼却業務の中断を余儀なくされている状態でございます。

また、施設の構造上、危険も伴うため住民の安全を考える上でも、直接搬入から各集落のごみ

ステーションでの収集への移行が課題となっております。搬入の際に不燃物の混入も多く見られ

るようになり、搬入時の点検を強化する必要があるのではないかと思われております。今後、さ

らなるごみの分別、減量化に向けた対策を２町で連携をとりながら進めていくことが求められて

おります。この平成２８年度歳入歳出決算認定については、全会一致で原案とおり認定されてお

ります。

平成２９年度補正予算については、歳入で前年度繰越金を増額し、歳出においては委託料、備

品購入費、賃金の補正であり、補正額は歳入歳出にそれぞれ１，６５７万円を増額し、歳入歳出

の予算総額を２億６，２５７万円とするものです。この平成２９年度補正予算については、全会

一致で可決されております。

なお、議案書は事務局に供しておりますので、御閲覧のほど、よろしくお願いいたします。以
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上です。

○議長（秦 伊知郎君） ありがとうございます。

続きまして、西部町村議会正副議長・局長研修会、井田章雄副議長、よろしくお願いいたしま

す。

井田章雄君。

○副議長（井田 章雄君） １１番、井田でございます。報告いたします。

７月１９日に、日野町において西部町村議会正副議長・局長研修会が開催されました。

本研修会においては、各町村議会事務局から提出を受けた実際上起こった議会運営上の諸問題、

想定される諸問題について研修課題として、その研修課題についての考え方、実際上の運営及び

運営に関する注意点などについて、各町村議会からの意見を闘わせ、最後に鳥取県町村議会議長

会事務局からの考え方、助言を得ることとして実施されました。以上、報告、終わります。

○議長（秦 伊知郎君） ありがとうございます。

続いて、鳥取県町村議会広報研修会、仲田司朗委員長、よろしくお願いいたします。

仲田司朗君。

○広報常任委員会委員長（仲田 司朗君） 広報常任委員会委員長の仲田司朗でございます。去る

８月２４日に、東伯郡湯梨浜町の水明荘において開催されました鳥取県町村議会広報研修会に広

報常任委員７名で参加をいたしました。

当日は、「月刊総務」編集長兼事業部長のウィズワークス株式会社取締役の豊田健一氏を講師

にお招きし、「読者目線で親切な広報紙を作るには」と題した講演並びに各町村の議会広報紙を

講評する広報紙クリニックが行われました。

講演では、雑誌の編集者らしい視点から「手に取られて読んでいただける紙面作りには」とい

うサブタイトルで、広報紙作成のポイント、議会広報紙の役割、編集体制等について詳しく話さ

れ、大変参考になりました。

第２部の広報紙クリニックでは、なんぶ議会だよりに対する講評は、全体的によくまとまって

いるが、１行の文字数が多過ぎて読みやすさに難がある。また、写真にキャプションをつけたり、

小見出しをつけたほうが、記事内容がもっとわかりやすくなるのではないかという指摘も受けま

した。

今回の指摘や他町村の好事例を参考にして、今以上に読みやすい魅力のあるなんぶ議会だより

となるよう取り組んでいきたいと思いを新たにしたこの研修会でした。

以上、鳥取県町村議会広報研修会の報告を終わります。
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○議長（秦 伊知郎君） どうもありがとうございます。

・ ・

日程第５ 行政報告

○議長（秦 伊知郎君） 続いて、日程第５、行政報告を行います。

町長より報告を受けます。

町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。行政報告として、防災訓練を行いましたので、その

報告を行います。

本日までに南部町内では大きな災害はありませんが、全国各地で梅雨前線豪雨や台風による被

害が発生しております。

７月５日から６日にかけては、対馬海峡付近に停滞した梅雨前線に向かって暖かく非常に湿っ

た空気が流れ込んだ影響で、九州北部地方に記録的な大雨をもたらしました。お亡くなりになら

れた皆様の御冥福と被災された皆様にお見舞いも申し上げる次第です。

また、県内でも８月７日から８日にかけて台風５号の接近を受け、東部地区を中心に避難勧告

が発令されました。南部町でも、今にも起こり得るこのような大雨や、台風災害の脅威を人ごと

とするのではなく、平時においてこそ災害に備えた訓練をすることが大切だと考えます。

去る７月１日、土曜日には、梅雨前線豪雨を想定した役場職員の初動体制を確認する防災訓練

を実施いたしました。秦議長、宇田川消防団長を初め、消防団員、西部広域消防、米子警察署な

ど、総勢１３０人の参加をいただき、事前の災害想定を告知しない実戦さながらの訓練を行いま

した。避難準備、高齢者避難開始から避難勧告、避難指示の発令まで非常に臨場感があり、緊張

した訓練でしたが、災害本部に飛び込む被災情報の緊急度を決定することや、現場確認など、職

員が限られた中で不足分を埋める方法の検討など、課題も明らかになった次第でございます。今

後の初動対応の見直しに生かしていきたいと思います。

来る１１月１９日、日曜日には、西部７町村合同避難所運営訓練を南部町で行います。「住民

の安全に町村の境界があってはならない」を共通理念とした、西部７町村での避難所運営マニュ

アルが実際に機能するかの検証を含め、訓練を行う予定です。詳細については準備中ですが、住

民の皆様についてもぜひ参加いただくよう検討しておりますので、御協力をお願いし、行政報告

とします。

・ ・

日程第６ 報告第３号 及び 日程第７ 報告第４号
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○議長（秦 伊知郎君） お諮りいたします。この際、日程第６、報告第３号、平成２８年度決算

に基づく健全化判断比率について及び日程第７、報告第４号、平成２８年度決算に基づく資金不

足比率についてを一括して報告を受けたいと思いますが、これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） それでは、町長より報告を受けます。

総務課長、唯清視君。

○総務課長（唯 清視君） 総務課長です。報告第３号、平成２８年度決算に基づく健全化判断

比率について。

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、平成２８年度決算に基

づく健全化判断比率を次のとおり報告いたします。

お手元の報告書の次ページをお開きください。平成２８年度決算について算定したところ、い

ずれの指標についても早期健全化基準を下回りました。

実質赤字比率、連結実質赤字比率、これについては南部町に赤字がある場合の割合を示す指標

でございますが、赤字はございませんので両指標についてもございません。

次に、実質公債費比率、将来負担比率でございますが、これは南部町の借金の現在の状況や今

後どのようになるかを示す指標です。平成２８年度は実質公債費比率１１．８％、将来負担比率

１４．９％と、いずれも早期健全化基準の２５％、３５０％を下回っており、問題ありませんで

した。

続きまして、平成２８年度決算に基づく資金不足比率について御説明いたします。

報告第４号、平成２８年度決算に基づく資金不足比率について。

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定により、平成２８年度決算に

基づく資金不足比率を次のように報告いたします。

１枚おはぐりください。平成２８年度決算に基づく資金不足比率報告書です。決算書に基づき、

資金不足比率を算定した結果、全特別会計とも資金不足額はなく、したがって資金不足率もなく、

経営健全化基準の２０％を下回っており、問題はありませんでした。以上で報告を終わります。

○議長（秦 伊知郎君） これで報告第３号、平成２８年度決算に基づく健全化判断比率について

及び報告第４号、平成２８年度決算に基づく資金不足比率についてを終わります。

・ ・

日程第８ 報告第５号

○議長（秦 伊知郎君） 次に、日程第８、報告第５号、法人の経営状況についての報告を受けた
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いと思います。

西伯郡南部町土地開発公社、株式会社緑水園、一般財団法人南部町農村振興公社、南部・伯耆

地域振興株式会社、これらについて町長からの報告を求めます。

まず第一に、最初に、西伯郡南部町土地開発公社についての御報告を受けます。

企画課長、大塚壮君。

○企画政策課長（大塚 壮君） 企画課長でございます。報告第５号、法人の経営状況について。

地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、次の法人の経営状況を説明する資料を別添の

とおり議会に提出をいたします。

私のほうからは、平成２８年度西伯郡南部町土地開発公社の経営状況を御報告申し上げます。

なお、こちらのほうは理事会で既に御承認を受けているものでございます。

おめくりいただきまして、事業報告書を要約して説明したいというふうに思います。

ミトロキリサイクルセンターにおきましては、既に平成２５年度末で残土の受け入れは終了し

ております。受け入れ実績については、４７万１，７２９立米であります。

平成２８年度につきましては、土地の移動や大規模な工事がなかったことを報告しておきます。

それでは、４ページ、損益計算書をごらんいただきたいと思います。損益計算書でございます。

事業収益はございません。

附帯等事業原価については３万５，０４０円であり、事業総利益についてはマイナスの３万５，

０４０円ということになります。

販売費・一般管理費につきましては９万７，０３６円、それに営業外収益６７２円、その他特

別利益１９万８，０６３円を加えて差し引きますと、当期純利益については６万６，６５９円と

なります。その他特別利益でございますけれども、カントリーパーク線のうち現在所有している

土地分につきまして勘定科目に誤りがあったため、その他特別利益として計上し、修正を行った

ものでございます。

続きまして、１２ページ、余剰金計算書をつけておりますので、ごらんいただきたいと思いま

す。平成２７年度末の繰越利益準備金が７９９万３，５５７円でございます。先ほどの当期純利

益６万６，６５９円を加えますと、平成２８年度末の繰越利益準備金につきましては８０６万２

１６円ということになります。

今後も公有地の拡大の推進に関する法律を遵守いたしまして、引き続き経費節減に努め、健全

な財務運営を心がけたいというふうに思っております。以上、報告を終わります。

○議長（秦 伊知郎君） 続いて、株式会社緑水園の報告を受けます。
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産業課長、芝田卓巳君。

○産業課長（芝田 卓巳君） 産業課長です。私のほうからは、株式会社緑水園及び一般財団法人

南部町農村振興公社及び南部・伯耆地域振興株式会社につきまして報告をいたします。

資料をはぐっていただきまして、緑水園の決算報告書のほうをごらんいただきたいと思います。

初めに、決算額について御説明いたします。決算書をはぐっていただきまして、損益計算書、

ごらんください。平成２８年度の売上高は９，０２７万６，８１９円となり、これは前年比約１，

９６０万円と、大幅に減少をしております。

販売費・一般管理費については、前年とほとんど変わらない９，００９万７，９５１円となっ

ており、そのため収入の落ち込みが経営状況に直結をし、前年は約３４０万円の黒字でありまし

たが、今期は辛うじて５万７，０３７円の黒字決算となっております。指定管理料が平成２８年

度から税込みで６７２万４，０００円ふえたことと、営業外収益で県補助を含めて１５５万７，

０００円が入ったことによるものであります。

近年続いております利用者の減少に対しましては、依然として歯どめがかかっておらず、利用

人数は決算事業報告書のほうに記載しておりますが、緑水園が２万３，９５３人で、前年比８，

０８８人の減、周辺施設を含めて２万７，５４２人で、９，４７３人の減という結果でした。

理由としましては、倉吉での地震、中部での地震ですね、あと秋の台風、冬の大雪といった自

然現象によるキャンセルや、一度離れた大学生の合宿が呼び戻せなかったことが大きいものと思

われます。また、法要等の会食が件数の減少とともに、１件当たりが少人数化をし、売り上げが

伸びない原因ともなっております。

競争相手もふえる中で、緑水園として料理にも特色を出していく必要があると感じております。

イノシシを使用したお土産や、食堂でのイノシシ料理が定着しつつあり、さらにイノシシの新規

メニュー開発も努力をしていく考えです。また、４月に町内新卒者を２名採用され、世代交代を

考えながら長期的な経営を図っていきます。

新たな取り組みとしましては、高齢者の方を対象に室内でのグラウンドゴルフを開催し、会食

や休憩で利用をふやすことや、平日のバンガローの利用拡大のために料金の見直しなども考えて

いきたいと思います。

また、年間を通して安定した売り上げの確保のため、料理の充実や、利用者の増加を図るため

にホームページのてこ入れなど、引き続き経営努力を進めていきます。

続きまして、一般財団法人南部町農村振興公社の経営状況を報告をいたします。

農村公社の主な事業といたしましては、水稲、大豆、ソバ作業の受託作業を行っております。
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作業量につきましては、公社の決算書の最後のページに作業面積比較表をつけておりますとお

りでございます。平成２８年３月３１日で１５年勤めていただいた方が退職され、４月１日に新

規職員を採用したところですが、農作業の経験不足などもあり、これまでどおりの数量をやるこ

とはできませんで、水稲に関して作業量を大幅に減らしてしまいました。大豆、ソバにつきまし

ては、例年並みとなっております。

最初のほうに返っていただきまして、３ページ目の正味財産増減計算書をごらんください。そ

の結果としまして、農作業受委託収入は前年度から９２７万５，７２３円減り、８２４万８，５

８３円と半減しております。その下の集出荷事業収入ですが、学校給食センターなどへの食材供

給事業による売り上げの１０％を事務手数料として収入をしていますが、前年より１２万３，０

２３円少ない５３万１，９３０円となっております。

結果、事業収益計は、前年より９４２万２，６２６円少ない８７８万５１３円になりました。

続いて、経常費用のほうですが、大きな変動に、下のほうの管理費の租税公課が１２９万７６

２円増の２４５万９，１７８円となっております。これは農村振興公社が平成２５年４月１日に

財団法人から一般財団法人に移行した際に消費税の納税猶予を受けておりましたが、その期間が

経過したために発生したものです。

経常収益から経常費用を差し引いた当期経常増減額は、マイナスの４７０万１，１０８円とな

り、当期一般正味財産期末残高は１，４７３万５，０９９円となりました。長年勤務した職員の

退職により、ある程度の受託面積の減少は想定をしておりましたが、それ以上の減少となり、経

営に大きな影響を与えてしまいました。職員も２年目となり、離れた受託者に営業努力をすると

ともに、新規開拓を行う努力をしていますので、秋作業に向けての回復を期待しているところで

す。

最後に、南部・伯耆地域振興株式会社の経営状況を報告します。

３ページの損益計算書をごらんください。売り上げ総利益は７３２万６９９円と、前年比約８

２万円の減となりましたが、販売費・一般管理費も１，３０２万２，６７２円と、前年比約１７

８万円の減となり、経費のほうの減少率が大きかったこともありまして、前期の損失が６２万５，

８８４円でありましたが、今期の損失は２８万８，６３１円と、毎年損失のほうは減少をしてお

ります。

とっとり花回廊の来客数が鳥取中部地震の影響もあったのか、イルミネーションの入場者が激

減するなど過去最低を記録する状況で、野の花も同じく来客数が全ての月で前年割りを記録して

しまいました。来場者の多い４月、５月に野菜がとれなかったり農繁期であることから、野菜の
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出品が少なく売り上げも落ち込みました。とっとり花回廊に依存する性質上、仕方のないことで

はありますが、独自の取り組みとして開発したカレーライスが好評であることや、ふるさと納税

の返礼品がふえたこと、また、山菜マルシェの回数をふやすことなどで効果を出していきたいと

いうぐあいに考えております。

以上で産業課所管の法人等経営状況の報告を終わります。

○議長（秦 伊知郎君） これで報告第５号、法人の経営状況についてを終わります。

・ ・

日程第９ 議案第４７号 から 日程第２７ 議案第６５号

○議長（秦 伊知郎君） お諮りいたします。この際、日程第９、議案第４７号、平成２８年度南

部町一般会計歳入歳出決算の認定についてから、日程第２７、議案第６５号、平成２９年度南部

町病院事業会計補正予算（第１号）までを一括して説明を受けたいと思いますが、これに御異議

ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 御異議なしと認めます。よって、日程第９、議案第４７号から日程第２

７、議案第６５号までの提案説明をお願いいたします。

町長から提案理由の説明を求めます。

総務課長、唯清視君。

○総務課長（唯 清視君） 総務課長です。それでは、平成２８年度南部町一般会計歳入歳出決

算について御説明いたします。

資料の確認をいたします。議案書、歳入歳出決算書、それからＡ３判の平成２８年度決算資料

です。この３点で御説明いたします。

まず決算書、歳入歳出決算書、１０３ページ、実質収支に関する調書をお開きください。歳入

総額６８億５，６０１万２３０円、歳出総額６６億８，８７１万１，１５６円で、差し引き額は

１億６，７２９万９，０７４円。翌年度へ繰り越すべき財源の１，６９１万６，５５６円を差し

引いた実質収支額は、１億５，０３８万２，５１８円となりました。

Ａ３判の決算資料をごらんください。１ページ、上段の表の中ほどをごらんください。先ほど

御説明いたしました平成２８年度実質収支額から前年度の実質収支を差し引いた単年度収支額は

３，３２１万２，９６９円の赤字となり、当該単年度収支額に財政調整基金への積立額を加算し、

財政調整基金の取り崩し額を差し引いたものに繰り上げ償還額を加算して求めた実質単年度収支

額は、４，３５７万６，６１０円の黒字となりました。
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次に、歳入の状況について御説明いたします。まず、決算書より不納欠損額と収入未済み額に

ついて御説明いたします。決算書の２ページをお開きください。

不納欠損額についてですが、町税が４３７万２９円となっております。

収入未済み額については、町税が４，６５４万３９２円。分担金及び負担金５９２万５，９４

２円。使用料及び手数料が５６９万２７２円で、合計５，９８２万６，６０６円になりました。

続いて、Ａ３判決算資料、２ページをお開きください。歳入の状況について御説明いたします。

昨年度に比較して、増減の主なものを説明させていただきます。

まず、自主財源についてでございますが、町税が前年比１，３６６万６，０００円減少し、９

億２，７９７万円となりました。この主な原因は、法人町民税（法人割）の減に伴うものです。

分担金及び負担金が６８３万４，０００円減少し、１億１，２７７万４，０００円となりまし

た。主な原因ですが、保育料第３子以降について平成２７年８月まで有償化でしたが、９月から

第３子以降が無償化となりました。平成２８年度におきましては年度を通して無償化となってい

ますので、減となることが上げられます。

使用料及び手数料が４０万４，０００円減少し、３，２０７万９，０００円となりました。こ

れは主に板祐生記念館において、平成２７年度は記念事業として武井武雄展を行いましたが、平

成２８年度においては実施しないことなどが上げられます。

財産収入が８１５万２，０００円の減で、４，８７７万１，０００円です。これは平成２７年

度において町有地の定期借地権としていた土地を売り払ったことが主な要因です。

繰入金は５，０８１万円の減で、８２９万８，０００円です。これは主に公共施設等整備基金

からの繰入金を減としたことによるものでございます。

諸収入は１，５８９万２，０００円減少し、１億１２１万２，０００円となりました。防災拠

点等への再生可能エネルギー等導入推進事業補助金、これは西伯病院の太陽光の件ですが、２，

７５９万６，０００円がなくなったことが主な要因となっております。

自主財源の構成比率は２１．７％と、前年比０．９％低くなっております。

次に、依存財源でございます。株式譲渡所得割交付金が６０％減少しております。２８４万１，

０００円の減で、１８９万２，０００円となっております。大幅に減となっておりますが、これ

は実績に伴うものでございます。

地方交付税が９，４１３万５，０００円減で、３４億７，５２０万となり、全体の５０．７％

を占めており、大きなパーセンテージを占めております。昨年度と比較し、占める割合が１．２

％増加いたしました。歳入合計が７２億５７６万５，０００円から６８億５，６０１万円に、総
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額で４．９％減となったことによって分母が少なくなったことにより、パーセンテージの変動要

因があります。

国庫支出金は７，６３７万６，０００円増加し、６億４，５７０万３，０００円となりました。

要因として学校施設環境改善交付金、内容につきましては西伯小学校のプールについてですが、

３，００７万２，０００円増加したことなどが上げられます。

県支出金については１億１，１４３万５，０００円の減で、５億３，７５８万７，０００円と

なりました。主なものとして鳥取県工業団地再整備事業補助金、原工業団地における整備が減と

なったことや、農地集積・集約化対策事業費補助金の減などが上げられます。

町債については５，１１０万円の減で、４億４，０５０万円となりました。要因といたしまし

て西伯小学校プール整備事業債、特例債ですが、１億４，８２０万円の増となりましたが、水道

統合事業債や、ＣＡＴＶ施設（機器）更新事業債や、地域振興基金事業債等が減少になったこと

が上げられます。

依存財源の総額は、２億１，２１４万２，０００円減の５３億６，５６６万円で、構成比率は

７８．３％になり、歳入総額については３億４，９７５万５，０００円減の６８億５，６０１万

円となりました。

下段にそれぞれの財源に占める構成割合をグラフにしています。地方交付税に大きく頼ってる

財政構造が見てとれると思います。平成２７年度からは合併算定がえの特例措置が終了し、段階

的に減少してまいりますので、厳しい状況にあるということが見えます。

なお、平成２７年度から平成３１年度までは激変緩和措置中ですが、平成３２年度からは、普

通交付税は南部町一本として計算されますので、さらに財政比率に注意することが必要となって

おります。

４ページをお開きください。歳出の状況について御説明いたします。まず、目的別の歳出の状

況です。代表的なものを各款で示した費目ごとに説明いたします。

総務費２億２６０万５，０００円の減で、１３億２，４５９万３，０００円です。情報システ

ムセキュリティ強靱性向上事業、これはＬＧＷＡＮ系のネットワークとインターネット系を分離

するものですが、２，７６５万８，０００円の増などがありますが、財政調整基金の積み立て７，

４００万円の減、ＣＡＴＶ施設（機器）更新事業の６，２４９万円の減などが主な要因となって

おります。

次、民生費についてですが、増の原因としましては年金生活者等支援臨時福祉給付金、これが

４，３５４万３，０００円ふえておりますし、特別医療費助成、これが１，０７１万５，０００
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円ふえております。減の要因といたしましては、法勝寺児童館整備で２，１４２万円の減などが

上げられます。

衛生費におきましては、病院事業につきまして１億４，１５６万円がふえておりますし、減の

要因としましては水道統合事業、これは馬佐良経由の水道管の件なんですが、これが１億３，６

４７万２，０００円減となったことが上げられます。

農林水産業費につきましては、増の原因としましては林業者福祉施設管理１，４７５万２，０

００円であります。これは緑水園の別館のトイレの改修であります。減の要因としましては、健

康増進施設改修事業の３，３０８万１，０００円のことが上げられます。

商工費につきましてですが、増の原因としましては観光プロモーター等設置、これは７８０万

５，０００円の増で、減の要因としましては先ほど申しましたが、原工業団地再整備事業の９，

５０２万４，０００円の減が上げられます。

５ページをお開きください。土木費の増の要因ですが、町道改良事業、諸木丸山、法勝寺鍋倉

与一谷等、これが４，５７７万７，０００円の増となっておりますし、小規模急傾斜地崩壊対策

事業、これが２，７３３万４，０００円増の要因となっております。逆に減の要因といたしまし

ては橋梁長寿命化改修事業、これが２，１０７万８，０００円の減、道路ストック点検事業で４，

００８万９，０００円の減となっております。

消防費につきまして増の原因としましては、防火水槽新設事業、これが１，６５５万５，００

０円の増、減の原因としましては先ほど申しました防災拠点等への再生可能エネルギー等導入事

業として２，７９２万７，０００円が減となっております。

教育費につきましては、増の原因としましては西伯小学校プール整備事業として１億８，６１

６万３，０００円が増加しておること上げられますし、減の要因といたしましては法勝寺電車展

示場整備事業が３，００７万８，０００円減となったことが上げられます。

災害復旧費については、これは落ち着いてきたことによります。

公債費につきましては増の要因としまして、臨財債が１，１３２万９，０００円の増、逆に減

の要因としましては地方道路等整備事業債１，３９４万３，０００円の減が上げられます。

下段にグラフをつけております。教育費が大きく増加しております。逆に農林水産業費、商工

費等が減少しております。

６ページをお開きください。性質別の状況について御説明いたします。上が義務的経費です。

人件費につきましては、次のページの事業費支弁人件費を含んだもので御説明いたしたいと思い

ます。７ページの真ん中辺にあります。昨年度に比較しまして、５，９２５万８，０００円減少
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いたしました。退職手当組合負担金１，２３７万１，０００円の減、職員給料が１，４９７万円

減、共済組合負担金２，５９５万９，０００円の減などが上げられます。

６ページにお返りください。扶助費につきましては１，２２０万６，０００円増加し、１０億

６２万４，０００円となりました。増加の要因としまして、年金生活者等支援臨時福祉給付金の

４，１７９万円の増が大きなウエートを占めております。

義務的経費につきましては、５，０５０万１，０００円減の２８億５，１３５万円で、歳出に

占める構成比は４２．６％になっております。

次に、投資的経費です。普通建設事業費４，８７７万７，０００円の減で、７億６，８２５万

６，０００円となっております。原工業団地再整備事業９，５０２万５，０００円の減、ＣＡＴ

Ｖ機器更新事業７，２１５万３，０００円の減が主な原因となっております。

災害復旧事業につきましては、７０８万１，０００円減の８７万２，０００円となり、これは

災害復旧事業に大体めどが立ったことによります。

投資的経費としましては、５，５８５万８，０００円減の７億６，９１２万８，０００円とな

り、歳出に占める割合は１１．５％になりました。

次に、７ページ、その他経費について御説明いたします。物件費８８６万４，０００円増の８

億４，９７４万円で、がんばれふるさと寄付金事業２，５２２万２，０００円の増、ＪＯＣＡ連

携事業１，１９５万５，０００円の増等が主な要因となっております。

補助費等６，０６８万３，０００円の増で、１４億２，６３４万３，０００円となりました。

これにつきましては病院への繰り出しが大きく占めております。

積立金は１億６，２３１万８，０００円の減で、１億１２６万２，０００円となりました。主

な要因としまして、財政調整基金が平成２７年度は１億５，０７４万２，０００円、平成２８年

度は７，３９５万２，０００円の減となったことなどが上げられます。

結果としまして、その他経費については１億９，２８９万６，０００円の減で、３０億６，８

２３万３，０００円となり、歳出に占める割合は４５．９％になっております。

下段にグラフをつけておりますので、御確認いただければと思います。普通建設事業費の減と

扶助費、補助費等の増加がおわかりいただけると思います。

８ページをごらんください。基金の状況です。財政調整基金は７，６７８万９，５７９円を積

み立て、８億１，９８２万８，９８６円。減債基金は１６６万１，１６１円積み立て、１５億６，

４９１万１，０２５円。その他特定目的基金は計２，２８１万１，６２６円を積み立て、６６０

万７，１７２円を取り崩した結果、１６億３，６５６万６，７９２円となり、一般会計小計では
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４０億２，１３０万６，８０３円となりました。

このほか定額運用、特別会計を加えた総合計は、昨年度より１億６，０１６万２，３６６円積

み増しし、６６０万７，１７２円を取り崩し、４２億２６０万６，８０３円となりました。

続きまして、地方債の状況です。平成２８年度におきましては、４億４，０５０万円発行いた

しました。

元金償還額は７億９，６３１万円で、平成２８年度末起債残高は６７億７４６万２，０００円

と、昨年度と比較して３億５，５８１万円減少いたしました。

続いて、９ページをお開きください。財政状況の推移についてです。まず、標準財政規模です

が、３段目の表の右下段をごらんください。４３億４，５７８万円となりました。昨年度に比較

して７，６６０万９，０００円減少しております。主な要因は、普通交付税の減などが上げられ

ます。標準財政規模につきましては、自治体が標準的な行政サービスを提供する上で必要となる

一般財源の目安となる額で、その自治体の標準的な税収入額に普通交付税、臨財債発行可能額を

加えた額で算出され、一般的には大きいほうがよい指標でありますが、過去の建設事業による起

債額が大きい場合などにおいても地方交付税多くなりますことありますので、注意が必要となっ

ております。

続いて、財政力指数です。先ほどの標準財政規模の下の欄に記載してございます。これは自治

体の財政上の能力を示す指数で、基準財政収入額を基準財政需要額で除して算出されます。この

指数は１に近いほど財政的に自主財源に富んでいると言えます。平成１９年度の０．２９２をピ

ークに減少傾向でありましたが、平成２８年については昨年度より若干ですが改善され、０．２

６７となっております。ですが、財政的に依存財源に頼っていることに変わりなく、財政運営が

安定しているとは言えないところであります。

続いて、１０ページをお開きください。町税の推移です。平成２７年度と比較して減少傾向と

なっております。法人町民税の減が主な要因となっております。昨年度に比較しますと１．５％

の減となっております。町民税においては、１５歳から６４歳までの生産年齢人口の減少が続い

ていることや、景気の先行き不透明感などが考えられ、今後の見通しは減少傾向にあると言えま

す。

続いて、１１ページをお開きください。経常収支比率です。上段の表の一番下、経常収支比率

が９０．６となりました。その理由として一番下の欄に分析してますように、他会計への繰出金

が５，６５２万６，０００円増加した等によります。地方税や地方交付税のように毎年経常的に

収入される財源が人件費や扶助費、公債費などの経常的に支出される経費にどれだけ充てられて
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いるかを示す指標で、この値が高いほど財政運営は硬直してると言えます。平成２８年度は、昨

年度に比べて４ポイント上昇し、９０．６となりました。減少に向けて取り組みます。

１２ページをお開きください。地方交付税は、自治体間の財源の不均衡を是正し、標準的な水

準の業務を行うために必要な一般財源を保障するため、国から交付されるもので、普通交付税と

特別交付税の２種類があります。

まず、普通交付税です。上の表の３段目の南部町のところをごらんください。平成２８年度２

９億３，６８８万円となりました。平成２６年度までは合併から１０年間受けることができる合

併算定がえの特例措置の期間中でありますので、有利な金額をいただいております。ですが、平

成２７年度から段階的に一本算定となります。

ちなみに、平成２８年度においては４段目の一本算定時の金額と２億１，７４４万８，０００

円の開きがあります。

特別交付税は、若干昨年度に比較して減少いたしました。交付税総額としましては、臨財債を

入れて合計３６億５，３１１万円となりました。今後、より一層の歳出の削減に取り組む必要が

あります。以下にグラフ化をしておりますので、ごらんいただければと思います。

続いて、１３ページをお開きください。一般会計歳出決算額の性質別の推移について御説明い

たします。平成１８年度からの推移を記載しております。

義務的経費においては、公債費は減少しておりますが、扶助費が伸びております。今後におき

ましても扶助費の伸びが想定されることもあり、義務的経費の増加についてを考えております。

物件費、補助費等は、支出に占める割合は大きなものがあります。

普通建設、災害復旧事業については、そのときの状況により変動も大きいものがあります。平

成２８年度の特徴としましては、地方創生関連の事業、人口減少、少子高齢化に関連した事業の

増加により補助費等が増加しております。

続いて、１４ページをお開きください。公債費の推移です。公債費負担比率は、公債費充当一

般財源が一般財源総額に対し、どの程度の割合になってるかを示す指標であり、公債費がどの程

度一般財源の使途の自由度を制約しているかを見ることにより、財政構造の弾力を判断するもの

です。平成２８年度は１７．４と、昨年度と比較してプラス１．０ポイントとなりました。理由

は、分母である一般財源総額が減少したことなどが考えられます。

次に、実質公債費比率です。公債費と標準財政規模それぞれから普通交付税の額の基準財政需

要額に算入された地方債の元利償還金額を控除した後の公債費の標準財政規模に占める割合を示

すもので、一般会計のほか公営企業会計への公債費の一般会計繰出金、一部事務組合への公債費
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の負担金、債務負担行為に基づく支出のうち公債費に準ずるものを算入しています。過去３年間

の比率の平均が１８％を超えますと地方債の発行には許可が必要になり、２５％を超えますと一

定の種類の地方債の発行が認められなくなります。平成２８年度の３年分の平均は１１．８とな

っております。

次に、普通会計の地方債現在高の推移です。中ほどの表をごらんください。平成１８年度をピ

ークに年々減少していましたが、平成２６年度はすみれ保育園の移転・新築のため、起債発行額

が減少額を上回ったため若干増加いたしました。平成２８年度におきましては、６７億１，１６

８万２，０００円となりました。

次に、１５ページをお開きください。地方債残高に対する基金残高と算入交付税の推移です。

左の白い色の棒グラフが起債残高で、右の棒グラフが基金残高と算入交付税を加えたものです。

平成２３年度より基金残高と算入交付税を加えたものが起債残高を上回るようになり、平成２８

年度におきましては、２５億８，８６７万円上回りました。これは例えて言いますと、仮に現時

点において町として精算いたしましても貯金が残る健全な状況となっております。

次に、一般会計歳出決算額のうち人件費の推移です。合併当初１８８人の職員数でしたが、平

成２８年度においては１２２人と、ほぼ３分の２になっております。また、これに伴い人件費も

減少し、合併直後の１４億７，２１６万８，０００円から１０億２，２６７万９，０００円と、

約７割に縮減されているところであります。

以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） お諮りいたします。ここで休憩をとりたいと思います。再開は２時４０

分からにします。

午後２時２２分休憩

午後２時４０分再開

○議長（秦 伊知郎君） 再開いたします。

続いて、議案第４８号、平成２８年度南部町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついてを説明よろしくお願いいたします。

町民生活課長、山根修子君。

○町民生活課長（山根 修子君） 町民生活課長でございます。議案第４８号、平成２８年度南部

町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２８年度南部町国民健康保険事業特別会計歳
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入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

決算書のほうで説明させていただきますので、まず、１２７ページをごらんください。１２７

ページです。実質収支に関する調書でございます。歳入総額１５億２，６７６万４，５２６円、

歳出総額１４億９，３４７万４，５６０円、歳入歳出差し引き額３，３２８万９，９６６円。翌

年度へ繰り越すべき財源はございません。実質収支額が３，３２８万９，９６６円。実質収支額

のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額はございませんでした。

それでは、歳出のほうから説明させていただきますので、１１７ページをごらんください。歳

出でございます。１款の総務費でございますが、予算現額９４５万７，０００円に対しまして、

支出済み額８７７万７，１７７円でございました。主なものといたしましては、保険証の発送な

どに使いました役務費で１１２万４，５２２円と、それからコクホ・ラインシステムの保守委託

料として３７４万５，８４８円を歳出しております。

次に、２款の保険給付費でございます。９億８，６１７万９，０００円の予算現額に対しまし

て、９億５，９１８万４，９６７円の歳出でございました。これは国民健康保険の被保険者に対

しまして医療給付を行う費用で、病気やけがをしたときに保険証の提示をしていただいて一部を

負担していただき、診療を受けていただけるように給付を行うものでございます。２８年度は一

般被保険者分で８億１，３７８万３，２０６円を支出しております。

次のページをごらんください。２款２項の高額療養費でございます。１億１，６５９万２，０

００円の予算現額に対しまして、１億１，３０７万９，３２３円を歳出しております。この高額

療養費は、１カ月に支払われた医療費の本人負担額が一定額を超えたときに支給されるもので、

２８年度は予算現額１億１，６５９万２，０００円に対しまして、１億１，３０７万９，３２３

円の歳出を見ております。

次に、４項の出産育児諸費でございますが、これが１回の出産育児一時金につきましては、妊

娠・出産は自己負担となるために一時金を支払うものでございます。２８年度は２９２万２４０

円を支出しております。

次のページをごらんください。３款の後期高齢者支援金等でございます。予算現額１億４，１

６６万５，０００円に対しまして、１億４，１６６万４，０５７円を支出しております。後期高

齢者支援金は、後期高齢者医療保険の制度によりまして、自己負担のほかの費用は保険料で１割

を、公費で５割、残りの４割について各医療保険の７４歳までの被保険者が支援金として負担す

ることになっておりますので、この額を支出しております。

次に、５款の介護納付金ですが、介護納付金は４０歳以上６５歳未満の被保険者が負担するこ
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とになっております。２８年度は４，８２４万７，６３２円の支出でございました。

続いて、６款の共同事業拠出金でございますが、これは国保連合会が行う共同事業の拠出金で、

高額医療費の発生による財政の急激な影響の緩和ですとか、保険財政の安定化を図るために各市

町村が拠出して調整が行われております。２８年度は３億１０４万４，１７１円を支出しており

ます。

次、７款の保健事業費でございますが、事業全体では２，２７１万５，０００円の予算現額に

対し、２，０７３万７，７９９円を支出しております。

次のページをごらんいただいて、第１項の特定健康診査等事業費は、被保険者の生活習慣病を

中心とした疾病予防と、医療費の伸びを抑制することを目的に行う健康診査などの費用を支出し

ております。２８年度は７３９万２４１円の支出でございました。

２項の保健事業費では、人間ドックの実施や健康管理センターの費用を支出しており、２８年

度は１，３３４万７，５５８円の支出でございました。

次に、８款の諸支出金でございます。予算現額１，４４６万１，０００円に対する支出済み額

が１，３７１万１，６８５円でございました。主なものは次のページの３目に当たります償還金

でございまして、７３４万６，２４５円を支出いたしました。これは平成２７年度の実績分の精

算でございます。

ほかに西伯病院へ６０３万９，０００円を繰出金として支出しております。

主な歳出は以上でございまして、合計１４億９，３４７万４，５６０円の歳出となりました。

続きまして、歳入をごらんいただきたいと思いますので、１０９ページをごらんください。歳

入につきましても主なものを説明させていただきます。まず、１款の国民健康保険税でございま

す。調定額が２億８，０８５万５，２９６円に対しまして、収入済み額２億２，１４７万６，１

０７円、不納欠損が４１８万６，９４５円、収入未済額が５，５１９万２，２４４円となってお

ります。

続いて、３款になります。国庫支出金でございます。国庫支出金は、調定額３億１，０４６万

４，０６８円に対しまして、同額を収入済みとしております。

次のページをごらんください。３款１項１目の療養給付費等負担金でございます。調定額１億

６，４５０万５，７２６円に対し、同額を収入済みとしております。

次に、４目の後期高齢者負担金でございます。こちらが４，３６１万７，２０９円の調定額に

対しまして、同額を収入としております。

続きまして、３款２項国庫補助金の１目でございます。財政調整交付金です。９，１３２万１，
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０００円の調定に対して、同額を収入済みとしております。こちらが備考のところに書いてござ

いますけれども、特別調整交付金として２，３０９万３，０００円、普通調整交付金として６，

８２２万８，０００円を歳入しております。

続いて、４款の療養給付費等交付金でございます。こちらが９，９４４万４８７円の調定額に

対しまして、同額を収入済みとしております。

５款の前期高齢者交付金ですけれども、こちらは４億１，７５９万８，８０８円の調定額と同

じ額を収入済みとしております。

続きまして、次ページをごらんください。６款でございますが、こちらから県支出金となって

おります。県支出金の総額が、調定額５，８６５万９，１３３円の調定額に対し、同額の５，８

６５万９，１３３円を収入としております。主なものといたしまして、６款２項１目の財政調整

交付金ですけれども、こちらが４，８３８万９，０００円を歳入しております。特別調整交付金

が１，４８２万５，０００円、普通調整交付金が３，３５６万４，０００円となっております。

次に、７款の共同事業交付金でございます。こちらが３億３１７万４，０６９円の調定額に対

し、同額を歳入済みとしております。

１つ飛びまして、９款の繰入金でございます。こちらが一般会計の繰入金でございまして、８，

３００万９，９９３円の調定額を同額収入済みとしておりまして、内訳としましては備考のほう

に書いてございます。出産育児一時金の繰入金、事務費の繰入金、基盤安定の繰入金、そして財

政安定支援事業繰入金となっております。

１０款の繰越金でございますけれども、こちらは前年度の繰越金でございます。２，７６３万

２，９８１円を歳入済みとしております。

次に、１１款の諸収入でございますが、５２２万２，９６０円の調定額と同額を歳入しており

ます。主なものは２項１目の一般被保険者第三者行為納付金でございまして、５０２万３，０１

６円を収入としております。

主なものは以上でございまして、歳入の合計といたしましては、歳入予算額１５億４，８７５

万円の予算に対しまして、調定額が１５億８，６１４万３，７１５円、収入済み額１５億２，６

７６万４，５２６円となっております。

以上で国保のほうの報告を終わらせていただきます。

○議長（秦 伊知郎君） 続いて、４９号をよろしくお願いします。

○町民生活課長（山根 修子君） 続きまして、議案第４９号でございます。議案第４９号、平成

２８年度南部町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について。
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地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２８年度南部町後期高齢者医療特別会計歳入

歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

では、決算書のほうで説明させていただきたいと思いますので、１４０ページをごらんくださ

い。まず、実質収支に関する調書でございます。歳入総額１億２，４５０万７，５１１円に対し

まして、歳出総額１億２，３１７万７，８９１円、歳入歳出差し引き額が１３２万９，６２０円。

翌年度へ繰り越すべき財源はございませんので、実質収支額が１３２万９，６２０円となってお

ります。基金の繰入額もございませんでした。

１３６ページをごらんください。歳出のほうから説明させていただきます。まず、１款の総務

費でございます。予算現額２１２万５，０００円に対しまして、支出済み額１７７万９，６８１

円でございました。主なものは一般管理費の役務費のほうで保険証を発送いたしました金額８４

万９，７０６円と、それから徴収費のほうで９１万９７５円を支出しております。

続いて、２款でございますが、分担金及び負担金でございます。こちらは徴収した保険料と事

務費を後期高齢者医療広域連合に支出するものでございます。１億２，２３４万２，０００円の

予算現額に対しまして、１億１，６６４万７，０４５円を支出しております。

続いて、３款の諸支出金でございます。２０万円の予算現額に対しまして、１５万９８０円を

支出しております。こちらは過年度分の過誤納保険料を返還したものでございます。

４款の保健事業費でございます。４９３万２，０００円の予算現額に対しまして、４６０万１

８５円を支出しております。こちらは被保険者の皆さんの健康事業などで支出したものでござい

ます。

予備費は歳出しておりませんので、歳出合計としては１億２，９６０万円の予算現額に対しま

して、１億２，３１７万７，８９１円の歳出をしております。

続きまして、１３２ページをごらんください。歳入の説明をさせていただきます。１款後期高

齢者医療保険料でございます。予算現額が７，７６２万８，０００円に対しまして、調定額７，

４７０万８，３８０円、収入済み額７，４４７万２８０円でございました。収入未済額が２３万

８，１００円となっております。

続きまして、３款でございますが、繰入金でございます。４，７０７万５，０００円の予算に

対しまして、調定額４，５０３万２，０８１円、同額の４，５０３万２，０８１円を収入してお

ります。内訳としましては、備考のほうに書いてございますが、事務費繰入金として９１６万２，

６７７円、基盤安定繰入金として３，５８６万９，４０４円を収入にしております。

次に、４款の繰越金でございます。こちらは前年度の繰越金でございます。３１万６，４４０
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円を歳入にしております。

５款の諸収入でございます。４８８万６，０００円の予算現額に対しまして、４６７万７，２

７０円の収入済みでございます。収入の主なものは次のページにあります健康診査の委託金４５

２万６，２９０円でございました。

歳入合計といたしまして、１億２，９６０万円の予算現額に対し、１億２，４５０万７，５１

１円の収入済み額でございました。

以上で後期高齢の会計の報告でございました。

○議長（秦 伊知郎君） 続いてお願いします。

○町民生活課長（山根 修子君） 続きまして、議案第５０号でございます。議案第５０号、平成

２８年度南部町墓苑事業特別会計歳入歳出決算の認定について。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２８年度南部町墓苑事業特別会計歳入歳出決

算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

では、決算書で説明させていただきますので、１４９ページをごらんください。それでは、実

質収支に関する調書でございます。歳入総額２３０万６，０３９円、歳出総額２３０万６，０３

９円、歳入歳出差し引き額はゼロ円でございます。翌年度へ繰り越すべき財源もございません。

実質収支額ゼロ円となっております。

歳出のほうを説明させていただきますので、前のページをごらんください。１４７ページでご

ざいます。１款の総務費でございます。予算現額６４万７，０００円に対しまして、６４万５，

５３９円を支出しております。こちらは町営墓地の維持管理の支出で、主に西伯墓苑の環境整備

などで５９万７，９９０円の委託料を支出しております。

２款の諸支出金でございます。１６６万１，０００円の予算現額に対し、１６６万５００円の

支出済みでございます。こちらが墓地の返還に伴いまして使用料をお返ししたもので、７件分の

返還でございました。

予備費でございます。予備費の支出はございませんので、歳出合計といたしましては、２３０

万９，０００円の予算に対しまして、２３０万６，０３９円の支出でございました。

それでは、前のページをごらんください。歳入について説明させていただきます。１款使用料

及び手数料でございます。予算現額１９９万２，０００円に対し、調定額１９９万２，６８０円、

収入済み額、同額の１９９万２，６８０円で、収入未済額はございませんでした。主に墓地の使

用料としましては、１２８万１，０００円を収入しております。こちらは新規の使用者の皆さん

から納入していただくものでございます。
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そして、手数料といたしまして墓地手数料、西伯墓苑の管理手数料でございますが、７１万１，

６８０円を歳入にしております。

繰入金でございます。３１万７，０００円の予算現額に対し、３１万３，３５９円を繰り入れ

ております。こちらは歳出に対して不足が生じたために一般会計から繰り入れたものでございま

す。

歳入合計といたしまして、２３０万９，０００円の予算現額に対し、２３０万６，０３９円の

歳入済み額でございました。

以上でございます。御審議よろしくお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） 議案第５１号、税務課長、伊藤真君、お願いします。

○税務課長（伊藤 真君） 税務課長です。そうしますと、議案第５１号、平成２８年度南部町

住宅資金貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２８年度南部町住宅資金貸付事業特別会計歳

入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

では、決算書１５８ページをごらんください。実質収支に関する調書について説明をさせてい

ただきます。本会計の歳入総額は５４７万９，２４６円、歳出総額は２７３万７，６００円、歳

入歳出差し引き額は２７４万１，６４６円。繰り越すべき財源はありませんので、実質収支額２

７４万１，６４６円となっております。

それでは、歳出から御説明いたしますので、１５６ページをごらんください。１款総務費、１

項総務管理費、１目一般管理費でございます。支出済み額１０万７，３５０円で、全て徴収に係

る事務経費でございます。内訳は、賃金６万２，１６０円、需用費１万１，７５２円、役務費３

万３，４３８円の支出となっています。

次に、２款公債費、１項公債費、１目元金です。支出済み額は２４６万５，８３５円でござい

ます。これは住宅新築資金及び宅地取得資金の地方債の償還でございます。

次に、２目利子です。支出済み額は１６万４，４１５円です。歳出は以上です。

では、次、歳入に移ります。１５４ページをごらんください。１款県支出金、１項県補助金、

１目助成事業費県補助金です。収入済み額８万円でございます。これは事務費の県補助金でござ

います。

２款繰越金です。収入済み額は３２１万７，７３８円でございました。

３款諸収入です。これは貸付金の元利収入で、現年分と滞納分を合わせまして収入済み額が２

１８万１，５０８円で、収入未済額につきましては８，８１５万４，７２２円でございました。
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以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） 議案第５２号、建設課長、田子勝利君、お願いします。

田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。議案第５２号、平成２８年度南部町農業集

落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定についてでございます。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２８年度南部町農業集落排水事業特別会計歳

入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

それでは、決算書の１７１ページをお開きください。実質収支に関する調書でございます。歳

入総額が２億４，６３７万１，５１９円、歳出総額が２億４，５９７万８，４４７円、歳入歳出

差し引き額３９万３，０７２円。翌年度に繰り越すべき財源はございませんので、実質収支額は

３９万３，０７２円です。そのうち基金の繰入額はございません。

それでは、大きな項目で御説明いたしますので、歳出から御説明いたします。１６７ページを

お願いいたします。歳出の決算書でございます。１款総務費、これは主に職員給与費、処理場な

どの維持管理費を支出している項目でございます。支出済み額７，６８８万３，５０１円、予算

に対する不用額は１３８万４，４９９円です。

２款公債費、起債の償還元金、利子の償還でございます。支出済み額１億６，９０９万４，９

４６円、予算に対する不用額は２４万５，０５４円。

予備費の支出はございません。

歳出合計といたしまして、支出済み額２億４，５９７万８，４４７円、予算に対する不用額は

１６３万９，５５３円となっております。

続きまして、前のページ、歳入についてでございます。１款分担金及び負担金、調定額が３０

６万３，６１５円。収入済み額です、４万７，１７４円。収入未済み額３０１万６，４４１円で

す。

２款使用料及び手数料です。調定額７，５６３万７，９６４円、収入済み額７，０６２万７，

５６７円、収入未済み額が４８２万７，７１７円です。

３款繰入金です。これは一般会計からの繰入金でございます。調定額１億１，８０３万６，０

１９円、収入済み額も同額でございます。

４款繰越金、これは前年度繰越金でございますが、調定額６６万７５９円、収入済み額も同額

でございます。

諸収入の収入はございません。
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６款町債です。今年度も資本費平準化債の借り入れを行っております。調定額５，７００万、

収入済み額５，７００万、同額でございます。

歳入合計といたしまして、調定額２億５，４３９万８，３５７円、収入済み額２億４，６３７

万１，５１９円、収入未済み額７８４万４，１５８円となっております。

以上でございます。御審議よろしくお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） 続いてお願いします。

○建設課長（田子 勝利君） 続きまして、議案第５３号でございます。平成２８年度南部町浄化

槽整備事業特別会計歳入歳出決算の認定についてでございます。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２８年度南部町浄化槽整備事業特別会計歳入

歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

決算書の１８４ページをお願いいたします。実質収支に関する調書でございます。歳入総額５，

２２８万８，５８９円、歳出総額５，２２１万１４５円、歳入歳出差し引き額７万８，４４４円、

翌年度に繰り越すべき財源はございません。実質収支額としては７万８，４４４円、基金の繰入

額もございません。

それでは、歳出から御説明いたします。１８０ページをお願いいたします。１８０ページの大

きな項目で、決算書で御説明をいたします。１款総務費、この総務費は浄化槽の維持管理、設置

工事費が主な歳出でございます。支出済み額３，８１５万５，６８０円、不用額といたしまして

は５４３万３２０円。

２款公債費です。起債の元金、利子の償還金でございます。支出済み額１，４０５万４，４６

５円、不用額といたしまして５，５３５円。

予備費の支出はございません。

歳出合計といたしまして、支出済み額５，２２１万１４５円、予算に対する不用額といたしま

して５４４万８５５円でございます。

続きまして、歳入です。前の１７６ページをお願いいたします。１款分担金及び負担金、これ

は設置につきます負担金が主な歳入でございます。調定額１８７万５，０００円、収入済み額１

４３万円、収入未済額４４万５，０００円です。

２款使用料及び手数料、調定額２，１７５万４，５９９円、収入済み額２，０４３万９，７３

５円、収入未済額１３１万４，８６４円です。

３款国庫支出金です。これは浄化槽設置工事に対する国の補助金でございます。調定額３３８

万４，０００円、収入済み額３３８万４，０００円です。
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４款繰入金、これは一般会計からの繰入金でございます。調定額２，６５０万８，７６１円、

収入済み額も同額２，６５０万８，７６１円です。

５款繰越金、これは前年度の繰越金でございます。調定額５２万６，０９３円、収入済み額５

２万６，０９３円です。

諸収入の歳入はしておりません。

７款町債です。これは浄化槽の設置工事に係る起債の借り入れでございますが、借り入れはし

ておりません。

歳入合計は、調定額５，４０４万８，４５３円、収入済み額５，２２８万８，５８９円、収入

未済額１７５万９，８６４円でございます。

以上でございます。御審議よろしくお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） 次もお願いします。

○建設課長（田子 勝利君） 続きまして、議案第５４号でございます。平成２８年度南部町公共

下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定についてです。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２８年度南部町公共下水道事業特別会計歳入

歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

それでは、決算書の１９７ページをお願いいたします。実質収支に関する調書でございます。

歳入総額１億８，９７６万１，４０４円、歳出総額１億８，９４０万５，６０１円、歳入歳出差

し引き額３５万５，８０３円。翌年度に繰り越すべき財源はございませんので、実質収支額３５

万５，８０３円。基金の繰入額もございません。

それでは、大きな項目、決算書ですが、歳出から御説明いたします。１９３ページをお願いい

たします。歳出でございます。１款総務費、これは主に職員給与費、施設の維持管理、それから

コンポストをつくっておりますので、みのりの郷の費用の支出でございます。支出済み額７，５

２７万６，３１３円、予算に対する不用額といたしまして４４３万６，６８７円。

２款公債費、これは起債の元金、利息の償還額でございます。支出済み額１億１，４１２万９，

２８８円、予算に対する不用額１４万２，７１２円。

３款予備費です。予備費の支出はございません。

歳出合計が支出済み額１億８，９４０万５，６０１円、予算に対する不用額といたしまして４

５８万９，３９９円でございます。

続きまして、歳入でございます。前のページ、１８９ページをお願いいたします。１款分担金

及び負担金です。調定額２，８５２万３，９３３円、収入済み額２，１３２万４，５１２円、収
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入未済額７１９万９，４２１円。

２款使用料及び手数料です。調定額６，６４２万８，６９４円、収入済み額６，３０８万５，

０３８円、収入未済額３３４万３，６５６円。

３款繰入金です。これは一般会計からの繰入金でございます。調定額７，３２６万７９４円、

収入済み額７，３２６万７９４円で同額でございます。

４款繰越金です。これは前年度の繰越金です。調定額１５万６，８１０円、収入済み額も同額

１５万６，８１０円です。

５款諸収入です。これはコンポストの肥料の売上金でございます。調定額６３万４，２５０円、

収入済み額６３万４，２５０円。

６款町債です。これも本年度も資本費平準化債の借り入れをしております。調定額３，１３０

万、収入済み額も同額の３，１３０万です。

歳入合計といたしまして、２億３０万４，４８１円、収入済み額１億８，９７６万１，４０４

円、収入未済額１，０５４万３，０７７円でございます。

以上につきまして、御審議よろしくお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） 議案第５５号、企画政策課長、大塚壮君、お願いします。

大塚壮君。

○企画政策課長（大塚 壮君） 企画政策課長です。議案第５５号、平成２８年度南部町太陽光

発電事業特別会計歳入歳出決算の認定についてでございます。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２８年度南部町太陽光発電事業特別会計歳入

歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

それでは、決算書２０６ページをごらんいただきたいと思います。実質収支に関する調書でご

ざいます。歳入総額７，２６７万８，０５８円、歳出総額７，２６２万４，６６５円、歳入歳出

差し引き額５万３，３９３円。翌年度へ繰り越すべき財源はございません。実質収支額５万３，

３９３円です。基金の繰り入れはございません。

それでは、歳出を初めに御説明したいと思いますので、２０４ページをごらんください。１款

総務費、支出済み額６，３５４万６，８６５円、不用額が８万６，６５５円となります。これは

太陽光発電施設の維持管理に関する経費でございます。この中には基金への積立金として５，８

９０万円も含んでおるところでございます。

２款環境費、支出済み額５６９万１，０００円、不用額はございません。これにつきましては

水道事業会計への補助金として４００万円、自然エネルギー等設置の補助金としまして１６９万
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１，０００円を含んでおるものでございます。

続いて、３款公債費でございます。支出済み額３３８万６，８００円、不用額２００円となり

ます。これにつきましては起債の償還金の利子と住民公募債の利子及び配当金というふうになり

ます。

４款予備費でございます。支出済み額はございません。不用額については１万４，４８０円と

なります。

支出済み額の合計が７，２６２万４，６６５円、不用額の合計が１０万１，３３５円となりま

す。

次に、前のページ、２０２ページをごらんください。歳入について御説明いたします。１款財

産収入、調定額、収入済み額とも４万１０９円です。これは太陽光発電基金の利子というふうに

なっています。

２款繰越金でございます。調定額、収入済み額とも３万２，３９０円です。

３款諸収入、調定額、収入済み額とも７，２６０万５，５５９円です。これは全て売電収入と

なっております。

歳入のほうの合計でございますが、７，２６７万８，０５８円というふうになります。

以上、御審議よろしくお願いします。

○議長（秦 伊知郎君） 議案第５６号、総務課長、唯清視君。

唯清視君。

○総務課長（唯 清視君） 総務課長です。議案第５６号、平成２８年度鳥取県西部町村情報公

開・個人情報保護審査会特別会計歳入歳出決算の認定について。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２８年度鳥取県西部町村情報公開・個人情報

保護審査会特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでござ

います。

決算書の２１５ページをお開きください。実質収支に関する調書です。歳入総額４３万７，７

７９円、歳出総額２万４，０００円、歳入歳出差し引き額４１万３，７７９円で、翌年度に繰り

越すべき財源はありませんので、実質収支額が４１万３，７７９円です。

歳出を御説明いたします。２１３ページをお開きください。１款総務費、支出済み額は２万４，

０００円で、事務員報酬２名、２万４，０００円のみです。

続きまして、歳入を御説明いたします。２１１ページをお開きください。１款諸収入、収入済

み額ゼロ円です。
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２款繰越金、調定額、収入済み額とも４３万７，７７９円です。よろしく御審議をお願いした

いと思います。

○議長（秦 伊知郎君） 議案第５７号、建設課長、田子勝利君。

田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長です。議案第５７号、平成２８年度南部町水道事業会計歳

入歳出決算の認定についてでございます。

地方公営企業法第３０条第４項の規定により、平成２８年度南部町水道事業会計歳入歳出決算

を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

それでは、別冊の平成２８年度南部町水道事業会計の決算報告書をごらんください。１ページ

目から御説明いたします。１ページです。収益的収入及び支出の収入でございます。第１款水道

事業収益、営業収益、営業外収益を合わせまして、決算額２億３，０９１万３，０４０円、予算

に比べ５６７万１，０４０円の増額となっております。

続きまして、２ページ目でございます。支出でございます。第１款水道事業費用、営業費用、

営業外費用を合計いたしまして、決算額２億２，０７９万９，６０９円、予算に対する不用額は

７３３万９，０３１円でございます。

続きまして、３ページでございます。資本的収入及び支出の収入でございます。第１款資本的

収入、企業債、出資金、工事負担金、国県支出金を合計いたしまして、決算額２，２７８万１，

９８０円でございます。予算に比べまして４３万４，０２０円の減額でございます。

続きまして、４ページをお願いいたします。支出でございます。第１款資本的支出、建設改良

費、企業債償還金を合計いたしまして、決算額１億７３２万５，０７０円でございます。予算に

対する不用額は、２９万７，９３０円となっております。その下に書いておりますが、資本的収

入額が資本的支出額に不足する額８，４５４万３，０９０円は、当年度損益勘定留保資金をもっ

て補填するものとするものでございます。

続きまして、５ページでございます。平成２８年度の南部町水道事業会計損益計算書でござい

ます。これは税抜きの額を載せております。１、営業収益、主なものは給水収益でございます。

右から２番目のところに合計を書いておりますけども、営業収益の合計は１億７，６３７万７，

０３２円。

２、営業費用、施設の維持管理費、減価償却費が主なものでございます。合計が１億８，０５

３万３，９７９円。その右側でございますが、この営業収益から営業費用を差し引いたものを営

業利益といたしまして、マイナスの４１５万６，９４７円となっております。
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３、営業外収益です。これは他会計補助金が主な現金収入でございます。合計が４，０７３万

６，０３９円。

４、営業外費用、これは企業債利息が主な支出でございます。合計が２，５７４万２，７５４

円。その右の一番下ですけども、営業外の利益といたしまして１，４９９万３，２８５円。

次のページでございます。この営業利益と営業外利益を差し引きいたしまして、今年度の経常

利益といたしまして１，０８３万６，３３８円となっております。

特別利益、特別損失ともございませんでしたので、当期の利益といたしましては１，０８３万

６，３３８円でございます。

７ページですが、その当期利益を足しまして、下の段ですが、平成２８年度南部町水道事業剰

余金処分計算書の一番右側でございます。未処分利益剰余金ですが、前年度の利益に今年度の利

益を足しまして、１億２，４５４万５，８１６円のマイナスとなっております。

次の８ページでございます。平成２８年度南部町水道事業会計の貸借対照表でございます。３

月末の資産でございますが、まず資産の部です。１、固定資産。固定資産の合計は、９ページの

右上に書いております２５億９，５９０万２，５５１円です。

２の流動資産の合計は、５，５６２万３，１９９円。

この固定資産と流動資産を合わせまして、資産の合計が２６億５，１５２万５，７５０円でご

ざいます。

負債の部です。３、固定負債。これは起債の残が主ですが、１０億３，８７３万２，４２９円。

４、流動負債、これは起債と未払い金でございます。合計は次のページの右上にありますけど

も、１億１，１０２万８，９４９円。

５の繰り延べ収益、これは長期前受金でございます。繰り延べ収益の合計が８億５，３８１万

９，６５２円。

この固定負債、流動負債、繰り延べ収益を合計いたしまして、負債の合計が２０億３５８万１，

０３０円でございます。

続きまして、資本の部です。６の資本金です。合計額が５億１，８５１万４，５３３円でござ

います。

７の剰余金です。剰余金の合計が次のページで、１億２，９４３万１８７円です。

資本の合計が、この資本金と剰余金を合わせまして６億４，７９４万４，７２０円で、負債と

資本の合計が２６億５，１５２万５，７５０円となっております。

続きまして、１５ページをお願いいたします。平成２８年度の事業報告を載せております。
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総括でございますが、水道事業は、町民の皆様の生活の基盤であり社会経済活動を維持するた

めに欠かせないものであることから、災害時にも安定的に水道水を供給できるライフラインとし

ての機能向上を図るため、簡易水道と上水道の統合の推進や水道施設の強化に取り組んできまし

た。

平成２８年度は、１０月に発生した鳥取中部地震の影響で、湧水を使用水源とする会見地区の

広範囲にわたって濁水が生じたことから、湧水の水源の脆弱性が明らかになりました。このよう

な経験から、今後は新水源の開発など災害に強い給水体制を整備していかなければなりません。

また、一方では、老朽施設の更新も喫緊の課題となっています。１月に東西町ほか複数集落で発

生した断水は、これら地域に配水する基幹施設が老朽化により破損したことに起因しており、老

朽施設の年次的な更新が必要となっています。なお、この際の断水においては、応急の対応が十

分に行き届かなかったことから、緊急時の対応や体制のあり方も課題となっています。

簡易水道と上水道の統合については、本年度、国が推進する簡易水道統合計画の最終年度とな

っており、南部町においては９つあった簡易水道と上水道の事業認可を統合しました。事業統合

によってもともと事業規模が小さく、経営基盤が脆弱であった簡易水道事業は廃止され、上水道

事業と同一の事業体として一体的な経営を行うことができる体制が確立されました。また、水道

料金についても平成２９年３月の定例議会において、平成２９年度の一般用の料金の統一と平成

３２年度の経営改善のための料金改定が承認されました。料金収入の変動に伴う今後の財政収支

の状況を重視しなければなりません。

経営面では、近年の人口減少により、大きな給水収益の増加は見込めない状況が続いている一

方で、集合住宅や商業施設の建設などの影響により、前年度並みの事業収益を得ることができま

した。支出面においても人件費、修繕費、企業債に係る利息費用を抑制することができたため、

前年度以上に効率的な運営を行うことができました。しかし、耐用年数を超えた老朽施設の増加

に伴い、修繕費等、施設の維持費用の変動を予測できない状況が続いており、現状を楽観できる

状況ではありません。経費の節減、事業の効率化を徹底するとともに、施設の更新を随時行うこ

とで維持管理費用を安定させ、財政の健全化を図ってまいります。

業務の状況ですけども、平成２８年度末の給水人口は１万１，０５７人で、前年度の１万１，

１７４人に比べて１１７人の減少となりました。給水件数は４，０２７件で、前年度の４，０１

９件に比べ８件の増加となりました。年間有収水量は１１６万５，６６８トンで、前年度の１１

６万６，１４０トンに比べ、４７２トンの減少となり、有収率は８８．９％、前年度の８８．７

％と比較して０．２％増加しました。しかし、依然として施設の老朽化が著しく、水道管の破損
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による漏水が懸念されており、漏水調査や老朽管の更新など、継続した取り組みが必要となって

います。

続きまして、２２ページをお願いいたします。企業債の概要でございます。年度末現在高でご

ざいますけども、上水道事業の年度末現在高は、８億６，４５１万５，４４７円。簡易水道事業

の現在高は中ほどでございますけども、２億７，２９９万８，５８３円。合計いたしまして、一

番下の欄でございますが、１１億３，７５１万４，０３０円でございます。近年は大きな借り入

れもなく償還をしておりますので、減少をしてきております。

次の２３ページでございます。平成２８年度キャッシュ・フロー計算書でございます。一番下

の段に平成２８年度３月末の資金期末残高を載せております。３月末の現金は、１，２０１万８，

４４３円となっております。

以上でございます。御審議よろしくお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） ここで休憩をとります。再開は３時５５分にします。よろしくお願いし

ます。

午後３時４３分休憩

午後３時５５分再開

○議長（秦 伊知郎君） 再開いたします。

議案第５８号、病院事務部長、中前三紀夫君、説明をお願いいたします。

中前三紀夫君。

○病院事務部長（中前三紀夫君） 病院事務部長でございます。議案第５８号、平成２８年度南部

町病院事業会計歳入歳出決算の認定についてでございます。

地方公営企業法第３０条第４項の規定により、平成２８年度南部町病院事業会計歳入歳出決算

を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

そうしますと、平成２８年度南部町病院事業会計決算報告書をごらんください。１ページです。

収益的収入及び支出の収入でございますが、第１款病院事業収益は、医業収益と医業外収益及び

特別利益を合わせ、決算額２４億４，７１８万８，５５３円。予算額に比べ、決算額の増減は１

億３２１万５，４４７円の減額でございます。

次に、支出でございます。第１款病院事業費用でございます。医業費用、医業外費用を合わせ

まして、決算額は２４億１，６４７万２，２５６円。予算額に対します不用額は、７，６８６万

１，７４４円でございます。
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次に、２ページをごらんください。資本的収入及び支出の収入でございます。第１款資本的収

入は補助金と企業債及び一般会計出資金を合わせまして、決算額１億３，１２０万８，０７９円。

予算に比べ、決算額の増減は９２１円の減額でございます。

続きまして、資本的支出でございますが、建設改良費、企業債償還金、貸付金を合わせまして、

決算額２億４，７１０万３，１２８円。予算に対する不用額は、２７１万１，８７２円でござい

ます。

資本的収入が資本的支出額に不足する額１億１，５３７万１，７４４円は、過年度分損益勘定

留保資金で補填するものとしてございます。

次に、３ページです。平成２８年度南部町病院事業会計損益計算書でございます。この計算書

は税抜きの金額を載せております。

１、医業収益です。入院、外来、その他医業収益の合計は、１９億２，６８９万５，０３０円。

２、医業費用でございますが、給与費、材料費、経費、減価償却費、資産減耗費、研究研修費

の合計で２２億９，３１９万３，８１３円。

医業収益と医業費用の差し引きで、医業利益は３億６，６２９万８，７８３円のマイナスにな

っております。

医業利益に医業外収益と医業外費用の差し引きを合わせまして、平成２８年度の経常利益は１，

５４６万９，６３６円となり、特別利益を合わせますと平成２８年度純利益が３，０１９万２，

９９２円となりました。

次に、４ページをごらんください。平成２８年度南部町病院事業剰余金計算書でございます。

未処理欠損金につきまして、先ほどの純利益３，０１９万２，９９２円を加えまして、平成２８

年度末残高９億９，３８６万６，７６４円、これが繰越欠損金となっております。

また、資本金につきまして、企業債償還の元本に対します一般会計の出資金９，３０１万３，

０１５円。これによりまして、平成２８年度末残高は７億４，１３２万７，２００円となりまし

た。

５ページをごらんください。平成２９年３月３１日現在のキャッシュ・フロー計算書でござい

ます。一番下の資金期末残高でございますが、９，２４７万３，４０４円となっております。

次に、６ページをごらんください。貸借対照表でございます。資産の部ですが、１、固定資産

の合計は３５億１，２８１万３，４６５円でございます。

２の流動資産は、合計４億６，７８２万１５２円です。

固定資産と流動資産を合わせまして、資産合計は３９億８，０６３万３，６１７円でございま
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す。

次に、負債の部でございますが、７ページをごらんください。４、固定負債は、企業債とリー

ス債務の合計で、３１億６，３１７万７，７４５円。

５、流動負債は、企業債、リース債務、未払い金、賞与引当金、その他流動負債を合わせまし

て、３億９，６１２万９，１７１円でございます。

６、繰り延べ収益は、長期前受金と長期前受金収益化累計額の合計で、３億２，６８１万１０

２円となっております。

したがいまして、負債の合計は、固定負債、流動負債、繰り延べ収益を合わせまして、３８億

８，６１１万７，０１８円でございます。

資本の部でございますが、７、資本金は、自己資本金、繰入資本金を合わせまして、合計７億

４，１３２万７，２００円でございます。

８、剰余金合計は、資本剰余金と利益剰余金を加え、マイナスの６億４，６８１万６０１円と

なっております。

資本の合計は、資本金、剰余金を合計をいたしまして、９，４５１万６，５９９円で、負債と

資本の合計は３９億８，０６３万３，６１７円となっております。

次に、１０ページをごらんください。平成２８年度南部町病院事業の総括を記しております。

医療を取り巻く環境は、少子高齢化に起因する社会保障費の財源の確保に加え、医療費、社会

福祉費の削減と抑制を背景に、医療需要の縮小が懸念されております。

このような状況の中で、西伯病院では一般科・精神科の両輪体制で幅広く、また専門的に患者

に対応できる体制を維持をしてまいりました。引き続き南部町の医療施策を担い、いつでも安全

で信頼ができる地域医療の確保に努め、病院の理念であります地域住民への安心の提供は安定経

営の上で成り立つものと全職員で認識を共有し、地域の皆さんに愛され、信頼される病院づくり

に力を注いでまいります。

患者数でございますが、入院患者は１日当たり１７０．６人と、前年度同様となりましたが、

外来患者数は前年度比較５．５人の減少となりました。

収益的収支につきましては、先ほど数字の御説明をしておりますので、よろしくお願いをいた

します。

なお、１１ページから１６ページに診療科別の状況や収入、支出に関する詳細を記載をしてお

ります。

最後に、１７ページの下の表をごらんください。企業債明細書でございます。年度末現在の未
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償還残高は、３３億９，９９１万６，６５８円でございます。よろしく御審議をお願いを申し上

げます。

続きまして、議案第５９号、平成２８年度南部町在宅生活支援事業会計歳入歳出決算の認定に

ついてでございます。

地方公営企業法第３０条第４項の規定により、平成２８年度南部町在宅生活支援事業会計の歳

入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

それでは、平成２８年度南部町在宅生活支援事業会計決算報告書をごらんください。１ページ

目です。収益的収入及び支出の収入でございますが、第１款在宅生活支援事業収益は、訪問看護

収益とその他収益を合わせ、決算額３，６２９万７，０１８円です。予算額に比べ、決算額の増

減は５６１万８，０１８円の増減でございます。

次に、支出でございますが、第１款在宅生活支援事業費用は訪問看護費用で、決算額は３，１

２５万７，１０６円でございます。予算に対します不用額は、１３６万３，８９４円でございま

す。

２ページをごらんください。損益計算書でございます。この計算書は税抜きの金額を記載をし

てございます。

１、訪問看護収益でございますが、居宅介護収益、訪問看護療養収益、その他収益の合計は、

３，６２９万４，９４８円でございます。

２、訪問看護費用につきましては、給与費、材料費、経費の合計で、３，１１３万７，６６７

円。

訪問看護収益と訪問看護費用の差し引きで、訪問看護利益は５１５万７，２８１円となってお

ります。

訪問看護利益にその他収益とその他費用の差し引き額を加えた経常利益は５０３万９，９１２

円。

当該年度の純利益も同額となってございます。

次に、３ページでございます。剰余金計算書でございますが、先ほどの純利益５０３万９，９

１２円を加えまして、平成２８年度末残高２，１０７万３，６４０円、これが繰越利益剰余金と

なっております。

続きまして、４ページをごらんください。平成２８年度南部町在宅生活支援事業会計のキャッ

シュ・フロー計算書でございます。２８年度末であります２９年３月３１日現在の資金期末残高

は、１，５５３万４，０６９円となっております。
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次に、５ページをごらんください。貸借対照表でございます。資産の部でございますが、固定

資産はございません。

流動資産は、現金預金、未収金を合わせまして、２，３０１万８，２９１円でございます。

したがいまして、資産の合計は２，３０１万８，２９１円となります。

次に、負債の部でございます。６ページをごらんください。流動負債のみで、未払い金、賞与

等引当金を合わせまして、１９４万４，６５１円でございます。

資本の部でございますが、資本金はございません。

剰余金のうち利益剰余金が２，１０７万３，６４０円でございますので、資本金の合計は同額

でございますが、負債と資本の合計は２，３０１万８，２９１円となっております。

次に、８ページでございます。平成２８年度南部町在宅生活支援事業の総括でございます。

支える医療が求められる中、訪問看護ステーションは在宅医療における中核的な役割を担って

おります。

南部町訪問看護ステーションでは、地域の診療所、福祉施設、行政等と連携をして、患者が住

みなれた地域でより長く暮らすことができるように支援を行っております。

年々利用者が増加し、需要が伸びる中で、在宅生活を支えるためにより体制を強化、充実する

ことが課題と考えております。

なお、業務量、収支に関する詳細を１１ページまでに記載をしておりますので、御確認をいた

だきますようにお願いします。

以上、御審議よろしくお願いします。

○議長（秦 伊知郎君） 平成２８年度一般会計、特別会計及び企業会計について、決算審査の意

見書が提出されています。

審査の結果について仲田代表監査委員の報告を求めます。

仲田代表監査委員。

○監査委員（仲田 和男君） 監査委員の仲田でございます。平成２８年度南部町一般会計、特別

会計及び企業会計の決算審査意見につきまして、記載の法令に基づきまして、次のとおり審査意

見を提出いたします。

お手元の審査意見書をごらんいただきたいと思います。

はぐっていただいて、２ページ目でございます。審査の概要でございます。

期間及び場所でございますけども、平成２９年７月１３日から８月４日まで、法勝寺庁舎の監

査委員室におきまして、議会選出の細田委員とともに監査を実施したところでございます。
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審査の対象でございますが、そこに記載しております事業等でございます。

はぐっていただいて、３ページ、お願いいたします。審査の方法といたしましては、そこに掲

げております１から５の諸点につきまして、適切な事業と予算執行がなされているかを審査した

ところでございます。

審査を求めた部局、機関でございますけども、町長部局ほか６部局でございます。

第２の審査の結果。

審査計数の状況でございます。町長より提出された決算書に基づき、歳入歳出、関係諸帳簿及

び証拠書類を照合審査した結果、決算計数はいずれも符合して誤りのないものと認めたところで

ございます。また、基金の運用状況を示す書類の計数につきましても、関係諸帳簿及び証拠書類

と符合しており、誤りのないところを認めたところでございます。

４ページをお願いいたします。第３、一般会計、特別会計でございます。１、一般会計、特別

会計の概要でございます。概要につきましては執行部より説明がございますので、省略いたしま

す。

その下の２番の一般会計、特別会計の審査意見でございます。

１、法勝寺庁舎、天萬庁舎等、町の主要施設の老朽化に伴い、昨年度策定された公共施設等総

合管理計画に基づき、個別施設計画を策定し、公共施設等の長寿命化を図っていただきたいとこ

ろでございます。

２点目、近年、全国各地で洪水による被害が数多く発生し、とうとい生命、財産が失われてお

ります。南部町におきましても、土石流、急傾斜、ため池等、危険箇所が存在するところでござ

います。洪水時での関係団体との連絡体制の確立、さらには災害対策本部での迅速な情報収集、

指示、命令等ができる機能強化を図っていただき、被害を最小限にとどめる対応を期待するとこ

ろでございます。

３点目、地籍調査事業は、土地に関する基礎資料となるものでございます。今後の町のまちづ

くり、公共事業の推進、土地に関するトラブル防止等に必要なものであります。より一層の事業

進捗を図っていただきたいと思います。

４点目、町の有力な観光地であります緑水湖周辺施設の利用客の減少が顕著でございます。そ

の一方、誘客活動によりまして町内へ数多くの観光客が来町されておるところでございます。観

光資源である緑水湖との連携を強化し、経済効果はもとより、里地・里山としての南部町を広く

広報し、町内活性化へ努力をお願いしたいというところでございます。

５点目、平成２８年度末の滞納総額は２億２，１８８万円余でございます。税・料金収入は、
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町の貴重な財源であるとともに、納税に対する不公平感を招くこととなります。徴収体制につき

まして庁舎内で連携をとり、徴収対策検討会等を設置して対策を検討をお願いいたします。

６点目でございます。図書館運営協議会の運営のアイデアを積極的に活用し、図書館を支える

ボランティアの輪を広げ、利用者からの希望に応じて「おとなの図書館」を開設するなど、利用

者の拡大に努めておられます。その結果、町民１人当たりの貸し出し冊数は、県平均を大きく上

回っておるところでございます。今後も町民と力を合わせた取り組みが継続されることを期待す

るところでございます。

第４に、財政健全化判断比率でございます。町長より提出された基礎資料に基づき、健全化判

断比率及び資金不足比率について審査を行ったところでございます。概要につきましては執行部

より説明されますので、省略いたします。

はぐっていただいて、２の健全化指標の審査意見でございます。

それぞれの指標について、早期健全化基準内であることを確認したところでございます。今後

も公営企業の事業経営の安定化を図りつつ、財源確保や事業の効率化、経費節減などの計画的な

財政運営に取り組んでいただきたいと思っておるところでございます。

第５、企業会計でございます。

まず、１点目、水道事業会計。概要につきましては省略いたします。

その下の水道会計の審査意見でございます。

耐用年数の超過した布設管が存在する中、施設更新においては長期的視野に立った維持管理計

画の策定をお願いしたいと思います。

２点目、水道統合事業により、運営面では会見・西伯地区の水質、水量の均衡が図られたとこ

ろでございます。また、財政面でも浄水と送配水の合理化によりまして経費が圧縮され、事業効

果があらわれているところでございます。

２番の病院事業会計でございます。概要につきましては執行部で説明がありますので、省略い

たします。

はぐっていただいて、２番の審査意見でございます。

近年、外来、入院患者数がともに減少傾向にあります。患者数の減少は、病院経営に関係する

ことでございます。関係機関、関係者による検討が必要であろうと考えておるところでございま

す。今後も南部町の保健・医療・福祉の拠点として、町民の安心・信頼に応えられることを期待

するところでございます。

６点目、在宅生活支援事業会計でございます。概要につきましては省略をいたします。
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審査意見でございます。

まず、１点目でございます。居宅介護、訪問看護ともに利用者が増加し、収支の黒字化が図ら

れており、関係者の努力を評価するところでございます。今後も利用者の変化やニーズの対応の

できる弾力的な運営を検討されて、事業的にも収支的にも安定した事業となることに努力をお願

いしたいところでございます。

２点目、住みなれた地域での生活を望む住民に安心を提供できる本事業の意義は非常に大きい

ものがあろうと思います。今後も在宅支援を必要とされる方の増加は考えられるところでござい

ます。医療と福祉の連携を強化し、安心感を伴った生活支援を提供する事業としての地位を確立

をお願いしたいと思います。以上でございます。

○議長（秦 伊知郎君） これで監査報告を終わります。

・ ・

○議長（秦 伊知郎君） お諮りいたします。本日の会議は、会議規則第２５条第２項の規定によ

り、これで延会したいと思います。これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 御異議なしと認めます。よって、本日は、これで延会することに決定い

たしました。

また、明日８日の会議に議事を継続いたします。定刻より引き続き議案審議を行う予定であり

ますので、御参集をお願いいたします。本日はどうも御苦労さんでした。

午後４時２２分延会

－５０－
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